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はじめに 

 

 p報告書�1関西国�空港環境監視機構ÿ大阪府及び関西国�空港~地元９市Ă�

~長w構成2ïO<監視機構=xいう2Ā|1関西国�空港~運営及び関連事業~実施

{伴う地域環境へ~影響を評価y»た±1関西エアポüø株式会社1新関西国�空港

株式会社及び関西国�空港土地保有株式会社ÿïO<事業者=xいう2Ā|行ったî和

Ă年度~環境監視{関y»÷üタzy~情報を収集û整理wた結果を取ºまx±た²

~wあ»2 

 あわせv1関西国�空港~環境監視{関y»資料を巻o{取ºまx±た2 

 î和Ă年度~環境監視結果{¹1環境基準~達成x維持{支 を及ぼさzい1環境

{著wい変化を生xさせzいzy1事業者|定±た環境保全目標を概}満足wvい»

x考え¹¼»2 
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１ 対象事業の概要 

 
1-1 関西国際空港の概要 

関西国際空港�1大阪湾W東部 泉州沖約ă½ýāüøû~海N{O置wvい»2昭

和62�ÿ月{工事{着工w1�成Ą�ć月{開港w�2�成11�ą月{Ā期工事{着工

w1�成19�Ć月{Ā滑走路|ºü÷ンw�2 

関西国際空港~概要²表1-1{1O置²÷1-1{1主要施設~配置²÷1-2{示y2 

 

表1-1 関西国際空港の概要 

 ÿ期 Ā期 

空港島面積 約510ha 約545ha(う�竣ß済約525ha) 

滑走路 
ÿ(第ÿ)滑走路 

長u 3,500ｍ1幅 60ｍ 

Ā(第Ā)滑走路 

長u 4,000ｍ1幅 60ｍ 

空港連絡橋 Ó路û鉄Ó併用橋 長u 3,750ｍ 

 

 

図1-1 関西国際空港の位置 



 -3- 

 

 

 

 

図1-2 関西国際空港の主要施設の配置 

 

 

番号 施設名 番号 施設名

1 A滑走路 12 廃棄物処理施設

2 進入灯 13 排水処理施設

3 誘導路 14 航空機給油施設

4 エプロン 15 展望ホüル

5 国際貨物タüミナル施設 16 立体駐車場û空港駅

6 国内貨物タüミナル施設 17 エアロプラザ

7 エネルギüセンタü 18 B滑走路

8 第1タüミナルビル 19 南側連絡誘導路

9 管制塔 20 国際貨物タüミナル施設

10 ºイルタン»üバüス 21 第2タüミナルビル

11 ポüトタüミナル
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1-2 空港の運営状況及び工事の進捗状況 

î和Ă�度{z�»関西国際空港~運営概íÿ日�均Ā²1表1-2{示y2新型コý

úウ´û¹~水際対策|緩和u¼��x等{¸º1乗入便数及び航空旅û数|前�¸º

増àw�2�度�均w�乗入便数�147.8便ÿ国際線77.3便1国内線70.5便Āw前�度比

151％1航空旅û数�31,500人ÿ国際線約14,100人1国内線約17,400人Āw前�度比315％1

°物ß�2,088øンÿ国際約2,065øン1国内約23øンĀw1前�度比92％zyxzsv

い»2 

~�1開港ï来~航空機発着回数及び旅û数~推移²÷1-3{示y2 

 

表1-2 関 西 国 際 空 港 の 運 営 概 況ÿ日平均Ā 

 

ÿ出典Ĉ関西¸²ýüø株式会社~ð月~÷ü¹発表資料²à工Ā 

 

 

図1-3 航空機発着回数及び旅客数の推移 

î和Ă�度~工事ß施状í{tいv�1用地造成工事及び泉州港工事�z{s�2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

147.8 (151%) 111.2 115.0 125.4 134.3 136.8 131.8 141.7 162.8 171.1 168.8 182.6 193.8

77.3 (157%) 49.3 49.0 57.5 57.9 60.3 61.4 69.1 92.4 100.7 100.4 110.7 120.9

旅û便 40.7 (485%) 10.4 12.4 15.3 18.8 22.0 23.7 34.2 54.6 65.1 73.4 78.0 82.6

°物便 35.2 (91%) 38.0 35.8 41.1 38.3 37.1 36.6 33.2 35.7 33.6 25.3 31.3 35.9

そ~他 1.4 (64%) 0.9 0.8 1.1 0.8 1.1 1.0 1.7 2.2 2.0 1.7 1.4 2.5

70.5 (145%) 62.0 65.9 68.0 76.3 76.5 70.5 72.6 70.4 70.4 68.3 71.9 72.9

旅û便 68.3 (147%) 59.8 63.7 66.1 73.6 74.9 68.5 70.5 68.5 68.4 66.0 69.7 70.3

°物便 0.0 (0%) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

そ~他 2.1 (100%) 2.2 2.2 1.9 2.8 1.6 1.9 2.1 1.9 2.0 2.3 2.3 2.6

31.5 (315%) 14.7 16.2 17.6 21.1 23.2 21.7 28.7 38.0 43.7 45.0 52.0 56.7

国際線 14.1 (1763%) 1.9 2.0 2.4 3.4 4.8 5.0 9.8 19.3 25.6 28.8 32.3 34.2

国内線 17.4 (189%) 12.9 14.2 15.2 17.6 18.4 16.8 18.8 18.7 18.1 16.2 19.7 22.5

2,088 (92%) 2,211 2,031 2,262 2,145 2,036 2,221 2,142 2,127 2,207 1,590 1,969 2,122

2,065 (92%) 2,194 2,019 2,246 2,125 2,015 2,199 2,118 2,100 2,172 1,566 1,941 2,089

23 (153%) 17 13 17 20 21 22 24 27 35 24 28 33

°物ß
(øン)

î和4�度�均
ÿ前�度比％Ā

区00V

航空旅û数
(千人)

国際°物

国内°物

î和4� î和5�

乗入便数
ÿ便Ā

国際線

国内線
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 1-3 事業者が講じた環境保全上の措置 

空港~運用及び工事~ß施{あ�º1î和4�度中{事業者|講x�環境保全N~主

z措置�1ïO~xzºwあ»2 

(1) 空港~運用{関y»事項 

�成25�度{¹�成29�度~w~第3次環境推進計画xwv<¹þüø愛ùンù推

進計画=²策定w1環境Y進空港²�vw�×組�²行sv}�2�成30�度{¹

�1関西国際空港1大阪国際空港1神戸空港~3t~空港|一体xzsv×º組�

<One ¸コ¸²ýüø計画=²新�{策定w1関西国際空港~官公署や事業者w構

成y»<KIX ¸²ýüø環境推進W議会=xW力wz|¹1ïO~×組�²推進w

vい»2zz1脱炭素²�x�xw�地球規模w~環境問題解決~Ý要性²再認識

w1�¼~w~計画²引}ý���wz�1u¹{発展uせ�<環境ó¸ョン2050=

<環境目標2030=²策定w1î和5�3月{公表w�2 

 

²． 大気質関Ï 

û 駐機中~航空機{¹~大気汚染物質排出ß~削減²÷»��1¸²ù´ン{対

w1GPU 設置¹ýóø利用機~ GPUÿ航空機用地N動力設備Ā利用²Ð進w APU

ÿ補助動力装置Ā~使用時間短縮~働}{�²行svい»2 

û EVÿÿ気自動車Ā1FCVÿ燃料ÿ池自動車Ā1FCFLÿ燃料ÿ池õ¹ü¿úõøĀ

等~P公害車~^入²推進wvい»2空港内事業者~W力~�x1î和4�3月

{大阪府Ow初�vxz» FCð¹²^入2FCFL{tいv�現在22台|稼働中2 

û ZEVÿZero Emission VehicleĀ~利用n及~��1空港内~駐車場{ EV 用充ÿ

器~設置や優Y駐車枠~þü½ンÀ²ß施wvい»2 

û î和4�6月{¸²ð¹x水素²動力xy»航空機~運航~ß現{向�vW働y»

��~覚書²締結w1今後開発|予定u¼»水素燃料航空機~^入{向��´ン

õù整備~検討²通x1航空VÞ{z�»脱炭素{�寄与wvい�2 

 

´． 水質関Ï 

û 空港内~T施設{¹出»生活排水�1空港内{あ»m化セン¿üÿ排水処理施

設Āw高度処理²w1厳|z水質管理²行う�xw法基準²十V満�w�水質

w放mwvい»2 

û 生活排水ï外~特殊排水�1T排出事業所~除害施設{¸º前処理²行い1u

¹{m化セン¿ü{zいv高度処理²wvい»2 

 

ウ． 騒音関Ï 

û 航空機騒音~P減²÷»��106運用~着陸機{対wv÷³ü´ùõùó÷方

式※ÿ及び÷³ü´ù¾²Àウン方式※Ā²^入wvい»2 

※ÿ ÷³ü´ùõùó÷方式Ĉ着陸時~õùó÷²O�»時期²遅¹せ機体~空気抵抗²少z� 

y»�xw1¸ン¸ン~必要推力²減¹w騒音~P減²÷»措置2 

※Ā ÷³ü´ù¾²Àウン方式Ĉ着陸時~¾²Àウンÿ車輪²出yĀ²行う時期²遅¹せ機体~ 
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空気抵抗²少z�y»�xw1¸ン¸ン~必要推力²減¹w騒音~P減²÷»措置2 

 

¸． 消費¸ネû¾ü~削減 

û 空港施設{1高効率熱源û空調機1ＬĀÿ照明1Low-e ¼ù¹zy省¸ネû¾

ü技術~^入²進�vい»2u¹{1õù´ø¹Á¸ュüû{応x�空調運転

や1BEMSÿóû¸ネû¾ü管理·¹öĀĀ{¸»照明û空調機器~最適運転z

y1消費¸ネû¾ü削減{向��運用改善{×º組³wい»2 

û î和2�1月{¹¿üÿúû2~屋根~N{自家消費用~太陽Zñネû²新�{

設置ÿ¿üÿúû2{z�»消費ÿ力~12％{相当Āwvい»2~�12期島~

B 滑走路W側誘^路拡張予定地ÿい~土地及び°物N屋棟~屋根w�1空港関

連事業者|�¼¹~場所²賃借w太陽Z発ÿ²行svい»2 

û そ¹ñü¿内{_形風力発ÿ機²^入wv街灯~ÿ力{活用wvい»2 

 

º． 廃棄物ß1÷ù¹Áó¿使用ß~削減 

û 空港施設{¹排出u¼»廃棄物や航空°物~ù包材~V別回収ûúサ´¿ûzy

²ß施w1廃棄物~減ß化1再資源化²推進wvい»2 

û 廃÷ù¹Áó¿²削減y»��1î和 2 � 4 月{直営~免税店や物±店{z�»

·ョóôンÀðóÀ²紙や生物由来~素材{Wºÿえ�2~�1空港内事業者x

~W議会²通x1使い捨v÷ù¹Áó¿利用削減~働}{�²ß施wvい»2 

û î和 4� 6月{国産 SAFÿSustainable Aviation FuelĀ~商用化{向��W力{

関y»基本\意書²日揮ûüû÷³ンÀ¹株式会社1株式会社üü´ン¿üú·

ョúûx締結w1関西 3空港{¹~廃食用油²原料{1î和 7�{大規模商用第 1

号xz»国産 SAF ~製造û供給開始²�vwvい»2 

 

   ». N水使用ß~削減 

û 空港内~排水²m化セン¿üw高度処理w�水²中水xwvø´ü洗m水{再利

用wvい»2 

û 手洗い場へ~自動水栓~^入や1ø´ü改修時{節水型²採用y»zy1節水{

向��×º組�²行svい»2 

û 自動水栓~水ß~最適化zy1節水ºúüü·ョン{tx�vい»2 

    

½. そ~他 

û 空港~��~»üüン管理認証制度~世界標準wあ» ACAÿAirport Carbon 

AccreditationĈ空港»üüン認証Ā~üùû2ÿ空港管理会社xwv CO₂排出

ß~削減{×º組�Ā²�成28�度{国内空港w初�v×得w�2�成30�度

{�üùû3ÿ空港内事業者xW力wv CO₂排出ß削減{×º組�Ā~×得²Ô

成w1î和3�11月{�üùû4ÿ絶対ßw~ CO₂排出ß~削減目標x空港内事

業者x~ CO₂排出ß~削減目標~設定Ā²国内空港w初�v×得w�2今後�

認証~維持ûüùû²ó÷²�vwvい�2 

û 空港島内~o観保全及びý化推進~��1植}や植樹²行svい»2内水面ÿ

い{整備w�ùンûンÀコü¹や1そ¹ñü¿{¹z»ý化¹úü¹²一般開
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放wvい»2 

û �成26�3月{¹一般向�{空港~環境対策²見学wv�¹う空港島内ô²ü

²ß施wvい»2 

û 航空機騒音{関y»苦情及び問い\わせ{�1処理体制²整えv対応wvい»2 

 

(2) 工事~ß施等{関y»事項 

�¼~w~工事~ß施等{あ�º1次~環境保全N~措置²講x�2 

²． 大気汚染対策 

û 建設機ø{tいv�1原則xwv1<排出¼¹対策型建設機ø指定要領ÿ�成3

�10月8日付建設省経機発第249号1最終改l�成22�3月18日付国ÿ施第291

号Ā={基u}指定u¼�排出¼¹対策型建設機ø~使用²義務付�»zy1

大気汚染対策²ß施wvい»2 

´． 水質汚濁対策 

û î和4�度�水質調査²ýþwvい»2 

û 周辺海域{及ぼy濁º~影響²軽減y»��1W側連絡誘^路{設置w�通水

管²通xv1内部水面ÿ1期空港島x2期空港島~間~水域Ā{z�»海水交換

²Ð進wvい»2 

û 夏場~¯酸素状態²改善y»��1�成22�度{内部水面~窪地状~海底²覆

砂w�2 

 

ウ． 海域生物対策 

û 豊{z海~環境²早期{創出y»��12期島w�1護岸延長約13km ~90％ï

N~範ö{緩傾斜石積護岸²採用w�2 

u¹{1空港島周ö~藻類~育成状í等{tいv~調査²ā�{ÿ回~頻度w

行い1そ~結果等²踏~え必要{応xvï藻~移植²行うzy1積極的{藻場

造成{×º組³wzº1î和4�3月~調査w�約54ha ~藻場|確認u¼�2 

û î和4�12月{�1育成wv}�藻類{¸» CO2~吸収ß²定ß化w1J öûü

¿ü¸óø~認証û発行ÿ103.2 t-CO2ÿ2017～2021�度~5�VĀĀ²Ø��2 

 

¸． 陸生生物対策 

û 休kwvい�鳥類調査{tいv1環境監視計画{基u}î和元�度{調査²再

開w�|1COVID-19~影響{¸»航空�要~P迷{¸º離着陸回数|大幅{減

少w���再度休kw�2航空機�間離着陸回数|大幅{増àÿ20万回程度z

yĀw�段階w再開予定2 
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２ 環境監視の概要 

 

 2-1 環境監視の実施状況 

Ï業者�1<関西国�空港~存在・運用{係»環境監視計�=ÿ�成19�ā月策定1î

和Ă�Ā月最終改定2ïO<環境監視計�=xいう2Ā{基u}1関西国�空港{係»

環境監視を表2-1~xおº実施した2 

 

表2-1 環境監視実施状況 

監視項目 測定・調査項目 調査範囲 調査点 調査頻度 

大気質、    

気象 

窒素酸化物(二酸化窒素･一酸化窒素)、

浮遊粒子状物質、光化学オキシÀント、

炭化水素(メ¿ン･非メ¿ン)、風向･風速 

空港島対岸部 Ā地点 常時測定 

水質 
透明度、水温、塩分、pH、 

DO、COD、T-N、T-P、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a、SS 
内部水面海域 ※ā Ă点 ā回 ÿā月、ā月Ā 

底質 
泥温、強熱減量、粒度組成、pH、 

COD、硫化物、T-N、T-P 
内部水面海域 ※ā Ă点 ā回 ÿā月、ā月Ā 

騒音 航空機騒音 
大阪湾沿岸地域及び 

飛行経路周辺地域 

10地点(常時)※Ā 常時測定 

10数地点(定点)※Ā 
Ā回 ÿĀā月Ā 又は 

ā回 ÿÿ月、Āā月Ā 

飛行経路、 

高度 
飛行経路、高度 

大阪湾沿岸地域及び 

飛行経路周辺地域 

Ā地点 ā回 ÿÿ月、Āā月Ā 

Ă地点 Ā回 ÿĀ月又はĀÿ月Ā 

海域生物 底生生物 内部水面海域 ※ā Ă点 ā回 ÿā月、ā月Ā 

※ÿ ９市Ă�~区域外を含° 

※Ā 一期空港島xÐ期空港島~間~海域 

 

監視機構w�1N記~環境監視~結果{加え1空港周辺~地域や海域w大阪府|実施

した環境監視ÿ表2-2Ā~結果²活用しv1評価を行sた2 

 

表2-2 空港周辺の環境監視の状況 

監視項目 測定・調査項目 調査点 調査頻度 

大気質、    

気象 

窒素酸化物(二酸化窒素･一酸化窒素)、 

浮遊粒子状物質、光化学オキシÀント、 

炭化水素(メ¿ン･非メ¿ン) 

Ā地点 

ÿ炭化水素はā地点Ā 
常時測定 

水質 
透明度、水温、塩分、pH、 

DO、COD、T-N、T-P、ｸﾛﾛﾌｨﾙ a、SS 
ă点 ā回 ÿā月、ā月Ā 

底質 
泥温、強熱減量、粒度組成、pH、 

COD、硫化物、T-N、T-P 
ā点 ā回 ÿā月、ā月Ā 

騒音 航空機騒音 ā地点 Ā回 ÿĂ月Ā 
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2-2 環境保全目標 

Ï業者�1環境基準や大阪府~定±»生活環境保全目標~達成・維持{支 を及ぼす

こx~zいよう1環境監視計�{おいv1表2-3{示す環境保全目標を定±vい»2 

 

表2-3 環境監視計画{おけ»環境保全目標 

監視項目 環境保全目標 

騒音 航空機騒音 
航空機騒音{係»環境基準(昭和48年環境庁告示第154号)の達成と維持

{支障²及ぼさzいこと2 

大 

気 

質 

二酸化窒素 
二酸化窒素{係»環境基準(昭和53年環境庁告示第38号)の達成と維持

{支障²及ぼさzいこと2 

浮遊粒子状物質 
大気の汚染{係»環境基準(昭和48年環境庁告示第25号)の達成と維持

{支障²及ぼさzいこと2 

全炭化水素 大気質{著wい変化²生xさせzいこと2 

非メ¿ン炭化水素 
大阪府の定め»生活環境保全目標の光化学オキシÀント{係»非メ¿

ン炭化水素の目標の達成と維持{支障²及ぼさzいこと2 

光化学オキシÀント 高濃度の発生{著wい変化²生xさせzいこと2 

水 

質 

浮遊物質量 水質{著wい変化²生xさせzいこと2 

化学的酸素要求量 

水素イオン濃度 

溶存酸素量 

全窒素1全º³ 

水質汚濁{係»環境基準(昭和46年環境庁告示第59号)の達成と維持{

支障²及ぼさzいこと2 

水温1塩分等 水質{著wい変化²生xさせzいこと2 

底 質 底質{著wい変化²生xさせzいこと2 

水生生物 海域生物 海域生物{著wい影響²及ぼさzいこと2 

陸生生物 鳥 類 鳥類{著wい影響²及ぼさzいこと2 

※ 環境基準~具体的数値等{tいv�1資料~環境基準一覧ÿ関係分Āを参照 
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ā 環境監視結果の概要及び評価 

 

3-1 大気質 

 

(1) 環境監視~実施状í 

大気質{tいv�1大阪府|所管y»N般環境大気測定局ÿñO<N般局=xいう2Ā

wあ»佐Þ中学校局ÿ炭W水素{tいv�貝塚市消防署局Ā~÷ü¿~活用{¸º1Ð

酸W窒素1浮遊粒子状物質zy~環境監視|実施u¼�2 

÷ü¿�1<大阪府地域大気汚染常時監視測定÷ü¿フ±´û=~ð和4�4月1日{¹

ð和5�3月31日~w~÷ü¿²用い�2 

佐Þ中学校局及び周辺~大阪府所管~N般局~O置²÷3-1{示y2 

zz1環境監視計�w�ë動車交通~影響²対象xwvいzい|1環境~状í²確�

y»�±1ë動車排出¼¹測定局ÿñO<ë排局=xいう2Ā~÷ü¿²あわ{v示y2 

 
図3-1 大気質の測定地点 



-11- 

 

 

(2) 環境監視結果~概要 

²ĀÐ酸W窒素 

Ð酸W窒素~測定結果²表3-1{示y2佐Þ中学校局w�1日�均値~�間98％値�

0.021ppmwあº1環境基準ÿ日�均値|0.04ppm{¹0.06ppm~w~¾üン内~��}

¼ñOĀÿ※Ā{適\wvい�2 

~�1周辺~N般局{zいv²1日�均値~�間98％値|0.013～0.025ppm~範öw1

環境基準{適\wvzº1佐Þ中学校局~濃度üベû�周辺~N般局x同程度~状í

wあs�2 

経月変W{tいv�÷3-2{示yxzº1佐Þ中学校局�周辺~N般局x同様~傾向

²示wvい�2 

経�変W{tいv²÷3-3{示yxzº1佐Þ中学校局x周辺~N般局x~間{大}

zÕい�見¹¼z{s�2 

 

※評価�日�均値~�間98％値²環境基準x比較wv行う2 

 

表3-1 二酸化窒素の測定結果 

p
効
測
定
日
数

測
定
時
間

��均値
1時間値
~

最高値

日�均値
~

�間98%値

98%値評価
{¸»日�
均値|
0.06ppm²
超え�日数

ÿ日Ā ÿ時間Ā ÿppmĀ ÿppmĀ ÿ時間Ā ÿ％Ā ÿ時間Ā ÿ％Ā ÿ日Ā ÿ％Ā ÿ日Ā ÿ％Ā ÿppmĀ ÿ日Ā

泉佐Þ市 佐Þ中学校 363 8614 0.008 0.049 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.021 0

参考値ÿN般局Ā

高石市 高石中学校 363 8613 0.011 0.056 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.025 0

泉大津市 泉大津市役所 364 8639 0.011 0.065 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.025 0

岸和田市 岸和田中央公園 340 8101 0.009 0.055 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.021 0

和泉市 ýÁ丘_学校 365 8661 0.006 0.047 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.013 0

貝塚市 貝塚市消防署 364 8643 0.007 0.045 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.018 0

泉南市 泉南市役所 364 8626 0.007 0.049 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.019 0

阪南市 南海団地 364 8643 0.005 0.044 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.013 0

参考値ÿë排局Ā

高石市
»òùüûÿĀÿ
 ÿ対象：国道26号Ā

358 8533 0.012 0.054 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.027 0

岸和田市
天~川O水ýンプ場
 ÿ対象：府道大阪臨海線Ā

364 8638 0.014 0.068 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.028 0

泉佐Þ市
p広公園
 ÿ対象：国道26号Ā

360 8566 0.010 0.053 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.022 0

所在地 測定局

1時間値|0.2ppm
²超え�時間数x
そ~割\

1時間値|0.1ppm
ïN0.2ppmïO
~時間数xそ~割

\

日�均値|
0.06ppm²超え
�日数xそ~割

\

日�均値|
0.04ppmïN
0.06ppmïO~
日数xそ~割\
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図3-2 二酸化窒素濃度の経月変化ÿ月�均値Ā 
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ÿ注Āÿ. 佐Þ中学校局{tいv�1�成11�度～16�度まw�Ï業主体~測定{¸»÷ータ1�成17�度ï

降�<大阪府地域大気汚染常時監視測定÷ータõァイû={基uく÷ータ²用い�2 

ÿ注ĀĀĀ測定期間：ÿÿ樽井Ā��成17�6o9日まw1ÿÿº³くう南浜Ā��成22�7o31日まw1L-1ÿ羽倉崎Ā�

�成17�9o21日まw1L-2ÿ箱作Ā��成22�7o31日まw2 

 

図3-3 二酸化窒素濃度(��均値)の経�変化 
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´Ā浮遊粒子状物質 

浮遊粒子状物質~測定結果²表3-2{示y2佐Þ中学校局w�1ă時間値|0.20 mg

āmą²超え�時間|Ă時間1日�均値|0.10 mgāmą²超え�日|Ă日1日�均値~Ą

％除外値|0.028mgāmąxzsvzº1短期的評価及び長期的評価{¸»環境基準ÿ日

�均値|0.10mgāmąñOwあº1{t11時間値|0.20mgāmąñOĀÿ※Ā{適\wv

い�2 

~�1周辺~N般局{zいv²1ă時間値|0.20 mgāmą²超え�時間|Ă時間1日

�均値|0.10 mgāmą²超え�日|Ă日1日�均値~Ą％除外値|0.025～0.028mgāmą

xzsvzº1全v~局w短期的評価及び長期的評価{¸»環境基準{適\wvzº1

佐Þ中学校局~濃度üベû�周辺~N般局x同程度~状íwあs�2 

経月変W{tいv�÷3-4{示yxzº1佐Þ中学校局�周辺~N般局x同様~傾向

²示wvい�2 

経�変W{tいv²÷3-5{示yxzº1佐Þ中学校局x周辺~N般局x~間{大}

zÕい�見¹¼z{s�2 

 

※0短期的評価1連続wv1又�随時{行s�日{tいv~日�均値又�1時間値²環境基
準x比較wv評価²行う2 

0長期的評価1日�均値~�間Ą％除外値²環境基準x比較wv評価²行う2��w1日
�均値{tいv環境基準²超え»日|Ą日ñN連続w�場\{�1s~¸うz取º扱
い²{z1環境基準²Ô成wz{s�²~xy»2 

 

表3-2 浮遊粒子状物質の測定結果 

p
効
測
定
日
数

測
定
時
間

��均値
1時間値
~最高値

日�均値
~Ā％除
外値

日�均値|

0.10mg/m
3²

超え�日|
2日ïN連続
し�こx~p

無

環境基準~
長期的評価
{¸»日�均
値|

0.10mg/m
3²

超え�日数

ÿ日Ā ÿ時間Ā ÿmg/m
3Ā ÿ時間Ā ÿ％Ā ÿ日Ā ÿ％Ā ÿmg/m

3Ā ÿmg/m
3Ā p×0無○ ÿ日Ā

泉佐Þ市 佐Þ中学校 362 8667 0.014 0 0.0 0 0.0 0.074 0.028 ○ 0

参考値ÿN般局Ā

高石市 高石中学校 360 8641 0.014 0 0.0 0 0.0 0.094 0.028 ○ 0

泉大津市 泉大津市役所 362 8670 0.014 0 0.0 0 0.0 0.075 0.028 ○ 0

岸和田市 岸和田中央公園 339 8130 0.014 0 0.0 0 0.0 0.089 0.026 ○ 0

和泉市 ýÁ丘_学校 362 8657 0.013 0 0.0 0 0.0 0.092 0.025 ○ 0

貝塚市 貝塚市消防署 362 8667 0.014 0 0.0 0 0.0 0.068 0.027 ○ 0

泉南市 泉南市役所 362 8665 0.013 0 0.0 0 0.0 0.070 0.028 ○ 0

阪南市 南海団地 362 8662 0.013 0 0.0 0 0.0 0.081 0.025 ○ 0

参考値ÿë排局Ā

高石市
»òùüûÿĀÿ
 ÿ対象：国道26号Ā

362 8656 0.015 0 0.0 0 0.0 0.089 0.028 ○ 0

岸和田市
天~川O水ýンプ場
 ÿ対象：府道大阪臨海線Ā

361 8663 0.015 0 0.0 0 0.0 0.075 0.030 ○ 0

泉佐Þ市
p広公園
 ÿ対象：国道26号Ā

362 8672 0.012 0 0.0 0 0.0 0.091 0.025 ○ 0

所在地 測定局

ÿ時間値|

0.20mg/m
3²超え

�時間数xそ~割
\

日�均値|

0.10mg/m
3²超え

�日数xそ~割\
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図3-4 浮遊粒子状物質濃度の経月変化ÿ月�均値Ā 
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ÿ注Āÿ. 佐Þ中学校局{tいv�1�成11�度～16�度まw�Ï業主体~測定{¸»÷ータ1�成17�度ï

降�<大阪府地域大気汚染常時監視測定÷ータõァイû={基uく÷ータ²用い�2 

ÿ注ĀĀĀ測定期間：ÿÿ樽井Ā��成17�6o9日まw1ÿÿº³くう南浜Ā��成22�7o31日まw1L-1ÿ羽倉崎Ā�

�成17�9o21日まw1L-2ÿ箱作Ā��成22�7o31日まw2 

 

図3-5 浮遊粒子状物質濃度(��均値)の経�変化 
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(3) 評 価 

○ Ï業者~監視局{zけ»大気質濃度�1周辺~N般局x同程度wあs�2 

○ Ð酸W窒素{tいv1佐Þ中学校局及び周辺~全v~N般局w環境基準{適\wv

い�2 

○ 浮遊粒子状物質{tいv1佐Þ中学校局及び周辺~全v~N般局w短期的評価及び

長期的評価{¸»環境基準{適\wvい�2 

 

ñN~sx{¹1Ï業{¸»影響�_uく1環境保全目標²�足wvい�2 
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3-2 水 質 

 

(1) 環境監視~実施状í 

生活環境項目1栄養塩類等~項目{tいv1内部水面海域ÿă期空港島xĄ期空港島

~間~海域Ā~ą地点w�Ą回調査|実施u¼�2 

Ï業者~測定地点及び周辺海域w大阪府|実施wvい»大阪~常時監視地点²÷3-6{

示y2 

 

 

図3-6 水質測定地点 

内部水面海域調査地点ÿā地点Ā 

大阪~常時監視地点 

凡 例 
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(2) 環境監視結果~概要 

生活環境項目等~調査結果²表3-3{示y2~�1ｐÿ1Ăā1āāĂ1ĀÿĀ及びĀ

ÿĂ~環境基準~適\状í²表3-4及び表3-5{示y2 

いz¼~項目{tいv²1Ï業者~測定結果x周辺海域~府常時監視結果及び環境基

準~適\状í{大}z差��±¹¼z{s�2 

~�1表3-6{示w�xzº1過�度~調査結果x比較y»x1�度tx{多]~増減

�あ»²~~概}横�い傾向{あs�2 

 

表3-3 水質の調査結果 

測定地点 

項目

最_値 ～ 最大値 �均値 最_値 ～ 最大値 �均値

ÿÿ ÿmg/L) N層 <1 ～ 2 1 1 ～ 3 2

O層 1 ～ 7 4 1 ～ 4 3

透明度 ÿÿĀ 6.0 ～ 10.0 7.3 3.9 ～ 6.3 5.2

水温 ÿ℃) N層 8.8 ～ 28.6 18.3 9.4 ～ 28.2 18.2

O層 9.4 ～ 24.3 16.8 9.5 ～ 25.1 17.3

塩分 N層 30.9 ～ 31.9 31.5 31.5 ～ 32.6 32.3

O層 32.3 ～ 32.6 32.5 32.2 ～ 32.8 32.6

ｐÿ N層 8.2 ～ 8.3 - 8.1 ～ 8.3 -

(環境基準Č7.8ñN8.3ñO) O層 7.9 ～ 8.1 - 8.1 ～ 8.2 -

Ăā ÿmg/L) N層 7.6 ～ 12 9.7 7.3 ～ 9.8 8.5

(環境基準Č7.5mg/LñN) O層 3.4 ～ 10 6.5 4.3 ～ 9.6 7.5

Ăā飽和度 ÿ％Ā N層 114 ～ 126 121 100 ～ 116 108

O層 48 ～ 107 76 62 ～ 103 92

āāĂ ÿĀ ÿmg/L) N層 2.6 ～ 3.2 2.8 2.0 ～ 2.8 2.5

(環境基準Č2mg/LñO) O層 2.0 ～ 2.6 2.3 1.6 ～ 2.7 2.1

ĀÿĀ ÿmg/L) N層 0.17 ～ 0.36 0.25 0.15 ～ 0.30 0.21

(環境基準Č0.3mg/LñO) O層 0.16 ～ 0.28 0.24 0.16 ～ 0.25 0.20

ĀÿĂ ÿmg/L) N層 0.022 ～ 0.031 0.025 0.016 ～ 0.026 0.021

(環境基準Č0.03mg/LñO) O層 0.021 ～ 0.045 0.034 0.019 ～ 0.035 0.024

¿ýýフ³ûÿａĀÿμg/L)N層 1.7 ～ 3.4 2.7 1.1 ～ 3.3 2.4

ÿN1,N2,N3Ā ÿA-3,A-6,A-7,A-10Ā

周辺海域

ą地点 Ć地点

内部水面海域

 
ÿ注ĀÿĀN層：海面O1ÿ1O層：海底面N2ÿ2��し1大阪府測定点A-61A-10�海底面N5ÿ2 

ÿ注ĀĀĀ大阪~常時監視{tいv�1大阪府実施~測定値~う�18o及び2o~測定値²抜粋2 
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表3-4 水質の環境基準値との対比ÿそのÿĀ 

項目

最_値 ～ 最大値 �均値 ÿāĀ 最_値 ～ 最大値 �均値 ÿāĀ

N層 8.2 ～ 8.3 ― 0/6(100) 8.1 ～ 8.3 ― 0/8(100)

O層 7.9 ～ 8.1 ― 0/6(100) 8.1 ～ 8.2 ― 0/8(100)

N層 7.6 ～ 12 9.7 0/6(100) 7.3 ～ 9.8 8.5 2/8(75)

O層 3.4 ～ 10 6.5 3/6(50) 4.3 ～ 9.6 7.5 4/8(50)

N層 2.6 ～ 3.2 2.8 6/6(0) 2.0 ～ 2.8 2.5 7/8(13)

O層 2.0 ～ 2.6 2.3 5/6(17) 1.6 ～ 2.7 2.1 4/8(50)

内部水面海域 周辺海域

測定地点 ÿ海域  ą地点 ÿ海域  Ć地点

ÿA-3,A-6,A-7,A-10Ā

(環境基準Č
07.5mg/LñN)

āāĂ (mg/L)

(環境基準Č
02mg/LñO)

ｐÿ

(環境基準Č
07.8ñN8.3ñO)

Ăāÿmg/L)

ÿN1,N2,N3Ā

 
ÿ注ĀÿĀ基準x�1昭和46�環境庁告示第59号<生活環境~保全{関す»環境基準=~こxwあ»2 

    ĀĀÿ：基準超過~検体数1Ā：ÿ検体数²示す2ま�1ÿ  Ā内�適\率xしv1ÿ検体数{対す»基準²��し� 

       検体数~割\ÿ％Ā²示す2 

    āĀN層：海面O1ÿ1O層：海底面N2ÿ2��し1大阪府測定点A-61A-10�海底面N5ÿ2 

 

 

表3-5 水質の環境基準値との対比ÿそのĀĀ 

項目

最_値 ～ 最大値 �均値 ÿāĀ 最_値 ～ 最大値 �均値 ÿāĀ

ĀÿĀÿmg/L) N層 0.17 ～ 0.36 0.25 2/6(67) 0.15 ～ 0.30 0.21 0/8(100)

O層 0.16 ～ 0.28 0.24 0/6(100) 0.16 ～ 0.25 0.20 0/8(100)

ĀÿĂ(mg/L) N層 0.022 ～ 0.031 0.025 1/6(83) 0.016 ～ 0.026 0.021 0/8(100)

O層 0.021 ～ 0.045 0.034 4/6(33) 0.019 ～ 0.035 0.024 1/8(88)

b海域0Ć地点

(環境基準Č
00.3mg/LñO)

(環境基準Č
00.03mg/LñO)

ÿN1,N2,N3Ā ÿA-3,A-6,A-7,A-10Ā

内部水面海域 周辺海域

測定地点 b海域  ą地点

 
ÿ注ĀÿĀ基準x�1昭和46�環境庁告示第59号<生活環境~保全{関す»環境基準=~こxwあ»2 

    ĀĀÿ：基準超過~検体数1Ā：ÿ検体数²示す2ま�1ÿ  Ā内�適\率xしv1ÿ検体数{対す»基準²��し� 

       検体数~割\ÿ％Ā²示す2 

    āĀN層：海面O1ÿ1O層：海底面N2ÿ2��し1大阪府測定点A-61A-10�海底面N5ÿ2 
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表3-6(1) 水質の経�測定結果ÿÿĀĀĀ 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

N層 2.7 1.9 2.7 2.4 2.4 2.8 2.3 2.4 1.5 1.9 2.0 3.2

O層 2.2 1.7 2.0 2.2 1.4 2.3 2.3 2.2 1.3 1.4 2.1 2.3

N層 2.6 1.8 2.8 2.5 2.4 2.7 2.3 2.6 1.4 1.6 2.0 3.0

O層 2.1 1.5 2.1 2.2 1.4 2.6 2.3 2.6 1.2 1.4 2.1 2.0

N層 2.5 1.7 2.9 3.1 3.1 2.6 2.6 2.3 1.7 2.0 2.1 2.6

O層 1.9 1.6 2.1 2.0 1.8 2.1 2.7 1.9 1.7 1.4 2.3 2.2

ÿĀĀ(mg/L)

ÿÿ

ÿĀ

ÿā
 

 

 

表3-6(2) 水質の経�測定結果ÿĀĀĀ 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

N層 7.8 7.9 8.0 7.9 7.7 7.7 11 10 8.4 10 8.8 12

O層 5.5 4.9 4.5 4.4 2.9 3.4 9.4 10 8.6 9.1 9.2 8.9

N層 7.9 8.6 8.7 7.9 7.3 7.6 10 10 8.5 10 8.9 12

O層 5.1 4.1 2.4 4.5 3.4 3.5 9.9 10 8.3 9.0 8.9 8.9

N層 7.9 7.9 8.0 8.0 8.0 8.1 11 10 9.2 10 9.5 11

O層 7.1 4.9 4.6 4.7 3.6 4.2 9.7 9.5 9.2 9.2 9.4 10

ĀĀ(mg/L)

ÿÿ

ÿĀ

ÿā
 

 

 

表3-6(3) 水質の経�測定結果ÿＴ－ÿĀ 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

N層 0.24 0.23 0.14 0.24 0.19 0.17 0.21 0.19 0.12 0.27 0.17 0.34

O層 0.21 0.27 0.13 0.27 0.21 0.28 0.21 0.16 0.11 0.19 0.14 0.22

N層 0.26 0.20 0.14 0.21 0.21 0.19 0.20 0.18 0.12 0.26 0.14 0.36

O層 0.27 0.28 0.16 0.26 0.18 0.27 0.22 0.33 0.13 0.19 0.14 0.16

N層 0.28 0.21 0.15 0.31 0.26 0.19 0.22 0.18 0.12 0.32 0.15 0.26

O層 0.31 0.26 0.12 0.29 0.20 0.27 0.30 0.17 0.14 0.22 0.16 0.21

Ｔÿÿ(mg/L)

ÿā

ÿÿ

ÿĀ

 
 

 

表3-6(4) 水質の経�測定結果ÿＴ－āĀ 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

N層 0.024 0.018 0.024 0.024 0.028 0.022 0.022 0.014 0.026 0.016 0.023 0.026

O層 0.038 0.041 0.030 0.038 0.039 0.045 0.025 0.014 0.025 0.022 0.017 0.033

N層 0.026 0.017 0.024 0.023 0.031 0.024 0.020 0.014 0.025 0.016 0.019 0.031

O層 0.033 0.025 0.032 0.034 0.031 0.039 0.025 0.013 0.027 0.023 0.018 0.021

N層 0.025 0.013 0.027 0.023 0.039 0.022 0.024 0.015 0.026 0.028 0.016 0.024

O層 0.039 0.037 0.027 0.045 0.042 0.040 0.031 0.019 0.030 0.025 0.019 0.027
ÿā

ÿÿ

ÿĀ

Ｔÿā(mg/L)
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(3) 評 価 

○ Ï業者~調査結果x周辺~府監視結果及び環境基準~適\状í{zいv1大}z差

��±¹¼z1経�変W²概}横�い傾向wあs�2 

 

ñN~sx{¹1Ï業{¸»影響�_uい²~x考え¹¼»2 
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3-3 底 質 

 

(1) 環境監視~実施状í 

āāĂ1強熱減ß1硫W物等~項目{tいv1内部水面海域~ą地点w�Ą回実施u

¼�2 

Ï業者~測定地点及び周辺海域w大阪府|実施wvい»底質~測定地点²÷3-7{示y2 

 

 

図3-7 底質の測定地点 

注Ā大阪府実施~底質測定�1�成26�度{¹実施�度tx{地点²変えv測定2 

  ð和Ć�度�A-7w測定2 

内部水面海域調査地点ÿā地点Ā 

大阪府底質測定地点 

凡 例 
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(2) 環境監視結果~概要 

底質~測定結果²表3-7{示y2 

強熱減ß�2.2～9.9％1āāĂ�乾泥ăg当�º3.6～20mg1硫W物�乾泥ăg当�º 

0.13～0.42mg1ĀÿĀ�乾泥ăg当�º0.52～2.4mg1ĀÿĂ�乾泥ăg当�º0.22～0.61

mg~範ö{あº1周辺~府測定点~結果x大}z差��±¹¼z{s�2 

~�1表3-8{示w�xzº1過�度~調査結果x比較wv²概}横�い傾向{あs�2 

 

表3-7 底質の測定結果 

00

測定地点

項目 最_値 ～ 最大値 �均値 最_値 ～ 最大値 �均値 最_値 ～ 最大値 �均値 最_値 ～ 最大値 �均値

ÿ℃) 9.7 ～ 24.6 17.0 9.8 ～ 23.7 16.8 10.2 ～ 23.1 16.7 11.0 ～ 24.3 17.9 

ÿ％Ā 2.2 ～ 9.9 5.1 8.8 ～ 9.7 9.3 9.5 ～ 9.6 9.6 8.1 ～ 11.4 9.5 

7.7 ～ 7.8 - 7.6 ～ 7.9 - 7.8 ～ 7.8 - 7.2 ～ 7.7 -

 (mg/ｇ乾泥) 3.6 ～ 20 10 25 ～ 26 26 23 ～ 24 24 17 ～ 33 22 

 (mg/ｇ乾泥) 0.13 ～ 0.42 0.24 0.39 ～ 0.74 0.57 0.32 ～ 0.37 0.35 0.20 ～ 0.35 0.27 

 (mg/ｇ乾泥) 0.52 ～ 2.4 1.2 2.9 - 2.6 - 2.5 ～ 2.8 2.7 

 (mg/ｇ乾泥) 0.22 ～ 0.61 0.46 0.65 - 0.56 - 0.36 ～ 0.40 0.38 

礫ÿ2mm～Ā (%) 0.0 ～ 38.4 11.8 1.2 - 0.8 - 0.3 ～ 0.6 0.5 

砂ÿ0.074～2mmĀ(%) 2.0 ～ 45.7 28.3 9.8 - 7.0 - 4.8 ～ 6.0 5.4 

(%) 22.0 ～ 98.0 59.9 89.0 - 92.2 - 93.7 ～ 94.6 94.2 

内部水面海域 周辺海域

ą地点 ă地点 参考0R3

強熱減ß

ÿN1,N2,N3Ā
Ą地点

ÿA-3,A-10Ā
ÿA-7Ā

参考0R2

粒
度
組
成 シûø分ñO

0ÿ～0.074mmĀ

ă地点
ÿA-6Ā

ĀÿĀ

泥温

ĀÿĂ

ｐÿ

āāĂ

硫W物

 

注Ā周辺海域~T-N1T-P1粒度組成�1�1回ÿ8月Ā測定2 

 



-25- 

表3-8(1) 底質の経�測定結果ÿÿĀĀĀ 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ÿÿ 4.4 5.1 5.3 5.1 4.5 7.5 5.6 6.4 5.0 5.3 12 5.1

ÿĀ 2.3 4.0 2.7 4.4 8.6 4.1 3.3 3.0 3.3 4.8 6.6 3.6

ÿā 17 17 25 21 32 20 11 19 8.5 20 20 20

ÿĀĀ(mg/g乾泥)

 
 

 

表3-8(2) 底質の経�測定結果ÿ強熱減àĀ 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ÿÿ 3.8 4.5 4.1 3.5 3.3 3.4 4.2 4.2 4.0 4.1 5.0 3.8

ÿĀ 2.7 2.7 4.6 3.0 4.9 2.2 3.0 2.6 3.6 3.2 5.1 2.5

ÿā 8.6 8.1 10 10 8.9 9.9 8.5 8.4 9.1 9.6 8.5 8.7

強熱減ßÿ％Ā

 
 

 

表3-8(3) 底質の経�測定結果ÿ硫化物Ā 

夏季 冬季

H29 H30 R1 R2 R3 R4 H29 H30 R1 R2 R3 R4

ÿÿ 0.06 0.08 0.31 0.07 0.13 0.13 0.26 0.20 0.27 0.13 0.19 0.17

ÿĀ 0.02 0.12 0.34 0.07 0.14 0.17 0.12 0.05 0.26 0.18 0.24 0.17

ÿā 0.50 0.77 2.5 0.58 0.39 0.42 0.35 0.60 1.0 0.44 0.12 0.36

硫化物(mg/g乾泥)

 
 

 

 (3) 評 価 

○ āāĂ1ĀÿĀ1ĀÿĂ1硫W物~いz¼{tいv²1Ï業者{zけ»調査結果x

周辺~府測定地点~結果x~間{1大}z差��±¹¼z{s�2 

 

ñN~sx{¹1Ï業{¸»影響�_uく1環境保全目標²�足wvい»²~x考え

¹¼»2 
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3-4 騒音等 

 

(1) 環境監視~実施状í 

航空機騒音{tいv�1常時測定|Ć地点1定期測定|ą地点w�ă回1Ĉ地点w�

Ą回実施u¼�2飛行経路及び高度{tいv�1航空機離着陸経路~Ć断面{zいv1

�ă～Ą回~調査|実施u¼�2 

航空機騒音~Ï業者~測定地点及び大阪府|実施wvい»測定地点²÷3-8{示y2 

 

 
 

地点No. 所在地 地点No. 所在地 

d ï  泉大津市汐見� l ð  田尻�º³くうýüø南 

e ï  泉佐Þ市º³くう往来南 m ð 泉南市º³くう南浜 

f ï  岬�多奈川_島 n ð 阪南市箱作 

g ð  堺市南区庭ï台 o ð 和泉市和田� 

h ð  高石市高砂ĄO目 p ð 熊取�希望|丘 

i ð 忠岡�新浜ąO目 q ▲ 貝塚市澤ÿÐ色~浜公園Ā 

j ð 岸和田市é海� r ▲ 岬�多奈川_島ÿ_島ÿ\
集会所Ā k ï 貝塚市Ð色ąO目 

4凡例5 ï騒音常時測定点 

     ð騒音定期測定点ÿgopČ�ă回1hijlmnČ�Ą回Ā 

▲大阪府実施航空機騒音測定地点 

図3-8 航空機騒音の測定地点 

m 

n 
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(2) 環境監視結果~概要 

² 航空機騒音 

(ÿ) 常時測定結果 

測定結果²表3-9{示y2 

T測定地点{zけ»Lden~�間�均値�37dBo�～45dB~範ö{あº1全局w環

境基準{適\wvい�2 

経�変W{tいv�1�成25�Ć月ă日¸ºLden{移行w��±過去~÷ü¿|

]zい|1参考xwv表3-10{示w�xzº旧環境基準WECPNL値w比較wv�»x1

�成19�度~Ā滑走路供用ñ降1Ć地点x²概}横�い傾向{あs�2 

Ï業者~測定結果x近傍w府|測定w�結果{1大}z差��±¹¼z{s�2 

 

表3-9 航空機騒音の測定結果ÿ常時測定Ā 

ð和5�

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
地域
類型

基準値

d 泉大津市汐見� < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 37 37 < 37 37 < 37 b 62ñO

e 泉佐Þ市º³くう往来南 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 38 37 39 40 39 < 37 b 62ñO

f 岬�多奈川_島 45 45 43 40 41 40 46 46 45 45 47 47 45 a 57ñO

k 貝塚市Ð色ąO目 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 38 38 39 42 40 37 a 57ñO

環境基準測定地点

Lden(dB)

�均値
ð和4�

 
注ÿĀ 表中~<<37=�1Lden値|37dB未�wあ»こx²示す2 

 

ð和5�

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

d 泉大津市汐見� < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 

e 泉佐Þ市º³くう往来南 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 50 51 50 < 50 

f 岬�多奈川_島 57 56 55 51 52 54 58 58 56 57 59 59 57 

k 貝塚市Ð色ąO目 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 < 50 50 50 51 53 51 < 50 

測定地点

WECPNL

�均値
ð和4�

 
注ÿĀ 表中~<<50=�1WECPNL値|50未�wあ»こx²示す2 
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表3-10 航空機騒音の経�変化ÿ常時測定Ā 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

d泉大津市0汐見� < 37 < 37 37 37 37 37 37 < 37 < 37 < 37 

42 42 40 40 40 39 38 38 38 < 37 

f岬�0多奈川_島0 49 49 49 49 48 48 48 47 45 45 

k貝塚市0Ð色ąO目 40 41 40 41 41 40 40 37 < 37 37 

q貝塚市0Ð色~浜公園 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 

r岬�0_島ÿ\集会所 48 51 51 48 50 48 47 48 44 46 

e泉佐Þ市0º³くう往来南

測定地点

参考値ÿ大阪府実施航空機騒音測定結果ÿ測定Čă±間連続ĀĀ

Lden(dB)

 
注ÿĀ 表中~<<37=�1Lden値|37dB未�wあ»こx²示す2 

 

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

d泉大津市0汐見� 56 53 54 54 53 54 54 53 52 52 54 54 53 51 50 <50 <50 50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 50 <50 <50 <50

50 50 53 51 51 50 51 52 52 52 52 50 52 50 53 52 52 52 52 52 53 52 51 51 51 50 <50 <50 <50

f岬�0多奈川_島0 62 62 62 62 63 63 63 62 62 61 62 61 61 60 58 59 59 59 59 59 60 60 61 60 60 59 59 57 57

k貝塚市0Ð色ąO目 55 54 54 53 54 54 54 54 53 54 53 52 52 53 52 52 52 52 52 52 52 52 <50 <50 <50

Ð色~浜埋立地 59 59 61 62

Ð色~浜公園 54 53 57 54 52 52 53 53 52 52 52 50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50

r岬� _島ÿ\集会所 55
※1 63 65 65 66 61 63 64

※2 62 62 61 60 62 60 61 59 60 59 59 59 59 61 59 59 58 57 58 54 56

測定地点

ÿ大阪府実施航空機騒音測定結果ÿ測定Čă±間連続ĀĀ参考値

q貝塚市

e泉佐Þ市0º³くう往来南

WECPNL

 
注ÿĀ 表中~<<50=�1WECPNL値|50未�wあ»こx²示す2 

注ĀĀ k貝塚市Ð色ā丁目��成10�12o3日{¹常時測定2 

注āĀ f岬町多奈川小島~�成24�度測定÷ータ�1長期間ÿ9o30日{¹11o10日まwĀ欠測あº2 

※ÿ 測定地点：府立水産試�場ÿ岬町Ā   ※Ā 測定地点：小島児童遊園 



-29- 

(Ā) 定期測定結果 

測定結果²表3-11{示y2 

T測定地点{zけ»Lden~�均値�37dBo�～38dB~範ö{あº1いz¼~地点

{zいv²環境基準{適\wvい�2 

経�変W{tいv�1�成25�Ć月ă日¸ºLden{移行w��±過去~÷ü¿|

]zい|1参考xwv表3-12{示w�xzº旧環境基準WECPNL値w比較wv�»x1

y~地点²概}横�い傾向{あs�2 

 

表3-11 航空機騒音の測定結果ÿ定期測定Ā 

6月 12月
地域
類型

基準値

g 堺市南区庭ï台 < 37 < 37 a 57ñO

h 高石市高砂ĄO目 ― < 37 < 37 ― ―

i 忠岡�新浜ąO目 ― ― ― b 62ñO

j 岸和田市é海 < 37 < 37 < 37 b 62ñO

l 田尻�º³くうýüø南 38 39 38 b 62ñO

m 泉南市º³くう南浜 < 37 40 37 b 62ñO

n 阪南市箱作 < 37 < 37 < 37 a 57ñO

o 和泉市和田� < 37 < 37 b 62ñO

p 熊取�希望|丘 < 37 < 37 a 57ñO

�均値
測定地点

Lden(dB)

備考ð和4�

T月~調査日数�
7日間wあ»2

環境基準

 

注ÿĀ 表中~<<37=�1Lden値|37ｄB未�wあ»こx²示す2 

注ĀĀ 表中~<―=�1暗�音¸º10dBïN~最大�音üベûÿôークüベûĀ|検出w}z{s�こx²示す2 

注āĀ 表中~<ā=�1調査|z{s�こx²示す2 

注ĂĀ l~測定地点�1î和4�12o{¹田尻町º³くうポーø南{ÿえv田尻町嘉祥寺{変更さ¼�2 

 

6月 12月

g 堺市南区庭ï台  < 50 < 50 

h 高石市高砂ĄO目 ― < 50 < 50 

i 忠岡�新浜ąO目 ― ― ― 

j 岸和田市é海 < 50 < 50 < 50 

l 田尻�º³くうýüø南 < 50 51 < 50 

m 泉南市º³くう南浜 < 50 50 < 50 

n 阪南市箱作 < 50 < 50 < 50 

o 和泉市和田�  < 50 < 50 

p 熊取�希望|丘  < 50 < 50 

T月~調査日数�
7日間wあ»2

備考測定地点

WECPNL

ð和4�
�均値

 
注ÿĀ 表中~<<50=�1WECPNL値|50未�wあ»こx²示す2 

注ĀĀ 表中~<―=�1暗�音¸º10dBïN~ôークüベû|検出w}z{s�こx²示す2 

注āĀ 表中~<ā=�1調査|z{s�こx²示す2 

注ĂĀ l~測定地点�1î和4�12o{¹田尻町º³くうポーø南{ÿえv田尻町嘉祥寺{変更さ¼�2 



-30- 

表3-12 航空機騒音の経�変化ÿ定期測定Ā 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

g堺市南区庭ï台    < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 

h高石市高砂ĄO目 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 ÿ < 37 < 37 

i忠岡�新浜ąO目 < 37 < 37 < 37 < 37 39 < 37 < 37 ÿ < 37 ÿ 

j岸和田市é海� < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 

l田尻�º³くうýüø南 42 38 37 41 41 40 39 37 38 38 

m泉南市º³くう南浜 38 < 37 41 41 40 39 40 < 37 37 37 

n阪南市箱作 38 40 40 41 39 40 < 37 < 37 < 37 < 37 

o和泉市和田� < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 

p熊取�希望|丘 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 < 37 

Lden(dB)
測定地点

 
注ÿĀ 表中~<<37=�1Lden値|37dB未�wあ»こx²示す2 

注ĀĀ 表中~<―=�1暗�音¸º10dBïN~最大�音üベûÿôークüベûĀ|検出w}z{s�こx²示す2 

注āĀ l~測定地点�1î和4�12o{¹田尻町º³くうポーø南{ÿえv田尻町嘉祥寺{変更さ¼�2 

 

 

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

築港新� <50 <50 <50 <50 ―

南区庭ï台 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50

高砂ąO目 <50 <50 51 51 <50

高砂ĄO目 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 ÿ <50 <50

i忠岡� 新浜ąO目 55 53 57 55 55 53 52 53 52 51 53 54 52 50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 ÿ <50 ÿ

地蔵浜� 55 55 54 57 59

é海� 57 54 55 54 55 53 53 52 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50

k貝塚市 Ð色ąO目 55 57 53 56 54 �成10�9月~w

l田尻� º³くうýüø南 57 54 52 55 54 54 56 53 54 55 55 52 55 53 50 <50 <50 <50 <50 52 <50 <50 52 51 51 <50 <50 50 <50

m泉南市 º³くう南浜 56 53 54 59 58 58 59 57 58 57 56 51 58 57 53 51 53 51 <50 <50 <50 54 54 53 50 54 <50 <50 <50

n阪南市 箱作 53 52 52 56 55 54 56 52 53 54 54 <50 55 53 53 <50 51 50 <50 <50 51 53 52 50 51 <50 <50 <50 <50

府中� ― ― <50 <50 <50

和田� ― <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50

Þ田 ― �成ĉ�Ĉ月~w

大久保 <50 <50 <50 <50
�成ĉ�12月～
�成10�Ĉ月~w

希望|丘 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 ― <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 �成10�ċ月{¹

o和泉市

測定地点

g堺市    

�成10�12月{¹
測定地点²変更

j岸和田市
�成10�12月{¹
測定地点²変更

p熊取�

WECPNL

�成10�12月{¹
測定地点²変更

備考

�成10�12月{¹
測定地点²変更

h高石市

 
注ÿĀ 表中~<<50=�1WECPNL値|50未�wあ»こx²示す2 

注ĀĀ 表中~<―=�1暗�音¸º10dBïN~ôークüベû|検出w}z{s�こx²示す2 

注āĀ T地点~調査頻度ÿ�間調査回数Ā~推移� 

右~xzº2 

注ĂĀ l~測定地点�1î和4�12o{¹田尻町º³くう

ポーø南{ÿえv田尻町嘉祥寺{変更さ¼�2 

 

 

 

 

～H14
H15
～16

H17 H18 H19 H20 H21
H22
～26

H27
～
R4

g 1
h

ijlmn 4 2 4
op 2 1 3 1

3 2 24
2

2
1 3

4
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´ 飛行経路及び高度 

航空機~経路及び高度~調査実施状í²表3-13{示y2_島断面ÿ離陸1着陸Ā1高

石断面ÿ着陸Ā及び岸和田断面ÿ離陸1着陸Ā{zいv�ă回1貝塚断面ÿ離陸1着

陸Ā{zいv�Ą回実施u¼�2}¼~¼~断面{zけ»調査結果²÷3-9(1)～(6){

示y2 

着陸w�1直線²入y»南西{¹~場\ÿ_島断面Ā1旋回²入y»X東{¹~場\

ÿ高石断面及び岸和田断面Āx²1水�方向1垂直方向x²{大}z�¹t}�見¹

¼z{s�2Ā滑走路着陸~場\�1ÿ滑走路着陸経路~2000m程度沖側{着陸経路|

確�u¼�2 

飛行高度�1陸Nûüø入口w高度|最²Pくz»貝塚断面{zいvyyv8,000フ

³üøñNwあº1ÿĀĂÿ航空路�Ā{規定u¼vい»最P高度wあ»8,000フ³ü

øñN²確保wvい�2 

 

表3-13 調査断面と調査月ÿ経路及び高度Ā 
 

No. 調査断面 区分 R4.6月 R4.7月 R4.10月 R4.12月 

1 _島断面 離陸   ○  

2 同N 着陸   ○  

3 高石断面及び岸和田断面 着陸  ○   

4 岸和田断面 離陸  ○   

5 貝塚断面 離陸 ○   ○ 

6 同N 着陸 ○   ○ 

 

 

(3) 評 価 

航空機騒音{tいv�1全v~測定局及び測定地点w環境基準{適\wvzº1経�

変W²概}横�い傾向{あ»sx{¹1環境保全目標²�足wvい�2 
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観測日Č ð和4�10月5日～7日

備 考

形態Č離陸

観 測 地 点 ÷

飛行³ü¹断面÷(断面ă:岬�多奈川_島Ā

÷ü¿数Č16

4,000m²超え»航空機� 10 機観測u¼�｡
飛行³ü¹断面÷(断面Ą:和歌山市大川Ā

4,000m²超え»航空機� 10 機観測u¼�｡
÷ü¿数Č16

ÿ

S=1/200,000

岬町

和歌山市

断面Ā

断面ÿ

ð
0m

ð

0m

0

2,000

4,000

02,0004,0006,000

(m)

距離 (m)

海

岸

線 陸地

0

2,000

4,000

02,0004,0006,000

(m)

距離 (m)

海

岸

線
陸地

 

図3-9(1) 航空機飛行経路・高度の観測結果 
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観測日Č ð和4�10月5日～7日

備 考

形態Č着陸

観 測 地 点 ÷

飛行³ü¹断面÷(断面ă:岬�多奈川_島Ā

÷ü¿数Č371

飛行³ü¹断面÷(断面Ą:和歌山市大川Ā

÷ü¿数Č371

0

1,000

2,000

01,0002,0003,0004,0005,000

(m)

距離 (m)

陸地

海

岸

線

断面ÿ

断面Ā

岬町

和歌山市

ð
0m

ð
0m

ÿ

S=1/200,000

0

1,000

2,000

01,0002,0003,0004,0005,000

(m)

距離 (m)

陸地

海

岸

線

 

図3-9(2) 航空機飛行経路・高度の観測結果 
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観測日Č ð和4�7月1日～3日

備 考

形態Č着陸

÷ü¿数Č270

観 測 地 点 ÷

飛行³ü¹断面÷(断面ă:高石市高砂ąO目Ā

飛行³ü¹断面÷(断面Ą:岸和田市地蔵浜�Ā

÷ü¿数Č270

0

1,000

2,000

01,0002,0003,0004,0005,0006,000

(m)

距離 (m)

海

岸

線

ÿ

S=1/200,000

堺市

高石市

泉大津市

和泉市

忠岡町

岸和田市

貝塚市

泉佐ß市

断面ÿ
ð0m

断面Ā

ð0m

0

1,000

2,000

01,0002,0003,0004,0005,0006,000

(m)

距離 (m)

海

岸

線

 

図3-9(3) 航空機飛行経路・高度の観測結果
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観測日Č ð和4�7月1日～3日

備 考

形態Č離陸

÷ü¿数Č145

飛行³ü¹断面÷(断面ă:岸和田市地蔵浜�Ā

観 測 地 点 ÷

0

1,000

2,000

01,0002,0003,0004,0005,0006,000

(m)

距離 (m)

海

岸

線

S=1/200,000

堺市

高石市

泉大津市

和泉市

忠岡町

岸和田市

貝塚市

泉佐ß市

ÿ

断面

0m

 

図3-9(4) 航空機飛行経路・高度の観測結果 
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観測日Č ð和4�6月1日～7日,ð和4�12月1日～7日

備 考

形態Č離陸

÷ü¿数Č299

飛行³ü¹断面÷(断面:貝塚市 Ð色ąO目Ā

観 測 地 点 ÷

16,000ft²超え»航空機� 182 機観測u¼�｡

岸和田市貝塚市

堺市

高石市

和泉市

泉南市

泉佐野市

熊取町

阪南市

忠岡町 泉大津市

田尻町

Ｎ

S=1/200,000

ð 0m

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

8,000 6,000 4,000 2,000 0 2,000 4,000 6,000 8,000

(ft)

距離 (m)X 南

 

図3-9(5) 航空機飛行経路・高度の観測結果
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観測日Č ð和4�6月1日～7日,ð和4�12月1日～7日

備 考

形態Č着陸

÷ü¿数Č19

飛行³ü¹断面÷(断面:貝塚市 Ð色ąO目Ā

観 測 地 点 ÷

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

5,0004,0003,0002,0001,00001,0002,0003,0004,0005,000

(ft)

距離 (m)南 X

岸和田市貝塚市

堺市

高石市

和泉市

泉南市

泉佐野市
熊取町

阪南市

忠岡町 泉大津市

田尻町

Ｎ

S=1/200,000

ð 0m

 

図3-9(6) 航空機飛行経路・高度の観測結果 
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3-5 海域生物 

 

(1) 環境監視~実施状í 

内部水面海域~ą地点{zいv底生生物²�Ą回調査w�2 

調査地点²÷3-10{示y2 

 

 

図3-10 海域生物の調査地点 

内部水面海域調査地点ÿā地点Ā 

凡 例 
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(2) 環境監視結果~概要 

調査結果²表3-14{示y2 

確�u¼�底生生物~ÿ種類数�119種w1季節別w�Ċ月|87種1Ą月|69種wあs

�2主要種�û»¿þÀシフµ´»´1ÿºò½´»´1»¿þ¼ú¾üシ´½ñ等w1

いz¼²内~ûÿ岸域w普通{見¹¼»種wあs�2 

表3-15{示y底生生物~経�出現種類数w�1経�的{大}z変W�見¹¼z{s�2 

~�1表3-16{示yxzº1主要種�T�度x²»¿þ¼ú¾üシ´½ñ1ûøø¾

¹¼´1ÿºò½´»´等内~ûÿ岸域w普通{見¹¼»種w構成u¼vzº1経�的

{大}z変W�見¹¼z{s�2 

表3-14 底生生物の調査結果ÿ内部水面海域Ā 

3

最_値 ～ 最大値 ÿ種類数 最_値 ～ 最大値 ÿ種類数

軟体動物門 [46] 3 ～ 21 30 3 ～ 19 30

種 環形動物門 [44] 3 ～ 27 35 4 ～ 13 25

類 節足動物門 [19] 1 ～ 12 15 0 ～ 6 8

数 }  ~  他 [10] 1 ～ 5 7 0 ～ 3 6

\      計 [119] 8 ～ 65 87 7 ～ 41 69

最_値 ～ 最大値 �均値 最_値 ～ 最大値 �均値

軟体動物門 22 ～ 87 58 6 ～ 64 39

個 環形動物門 6 ～ 361 239 6 ～ 110 67

体 節足動物門 1 ～ 47 28 0 ～ 15 9

数 }  ~  他 1 ～ 13 8 0 ～ 6 4

\      計 30 ～ 486 333 12 ～ 190 119

個組 軟体動物門 13.4 ～ 73.3 17.4 31.0 ～ 50.0 33.1

体成 環形動物門 20.0 ～ 74.3 71.8 50.0 ～ 57.9 56.6

数比 節足動物門 3.3 ～ 9.7 8.4 0.0 ～ 9.7 7.3

(％) }  ~  他 2.1 ～ 3.3 2.4 0.0 ～ 3.9 3.1

� 軟体動物門 1.01 ～ 8.86 3.77 0.35 ～ 2.14 0.95

Ý 環形動物門 0.11 ～ 5.28 3.15 0.24 ～ 0.91 0.63

ß 節足動物門 0.05 ～ 0.08 0.06 ÿ ～ 2.28 0.77

(ｇ) }  ~  他 0.11 ～ 4.54 1.74 ÿ ～ 0.11 0.04

\      計 1.28 ～ 13.59 8.73 0.59 ～ 5.44 2.38

û»¿þÀシフµ´»´ »¿þ¼ú¾üシ´½ñ

60 (17.9) 77 (21.6)

ÿºò½´»´ Aphelochaeta属~N種

39 (11.8) 37 (10.4)

主要種 ú¼º¿Áフシ´»´ Eunice属~N種

個体数ÿ％Ā 30 ( 9.0) 27 ( 7.6)

Aphelochaeta属~N種 ウñþÿú¼´

29 ( 8.8) 20 ( 5.6)

»¿þ¼ú¾üシ´½ñ ´ø»Á¾ú¼´属~N種

19 ( 5.8) 16 ( 4.5)

 

区    分

8月 2月

ð和4�8月3日 ð和5�2月6日

3

調 査 月

調 査 日

調査点数

区    分

 
注ÿĀ 個体数1�Ýß�0.15㎡当�ºw示す2�Ýß~<―=�生物|確認さ¼z{s�こx²1

<＋=�0.01ｇ未�~生物|確認さ¼�こx²示す2 

注ĀĀ 主要種�個体数~N位5種²示す2 
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表3-15 底生生物の経�出現種類数ÿ内部水面海域Ā 

�0度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

春(ć月) 29 47 45 51 45 ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ

夏(Ċ月) 37 38 35 34 39 58 38 35 26 78 45 52 70 49 85 55 87

秋(11月) 39 32 47 32 ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ ÿ

冬(Ą月) 47 46 51 32 42 51 44 64 56 67 58 61 78 59 80 90 69
 

注ÿĀ �成18�度¸º3地点w調査2 

注ĀĀ �成22�度��3回調査2 

注āĀ �成23�度{¹�2回調査2 

 

表3-16 底生生物の主要種の経�変化ÿ内部水面海域Ā 

�度 H30 R1 R2 R3 R4

項目 主要種
個体数
組成比
(％)

主要種
個体数
組成比
(％)

主要種
個体数
組成比
(％)

主要種
個体数
組成比
(％)

主要種
個体数
組成比
(％)

»¿þ¼ú¾üシ´½ñ 17.4 ûøø¾¹¼´ 16.8 ûøø¾¹¼´ 36.8 ûøø¾¹¼´ 22.3 û»¿þÀシフµ´»´ 17.9

フµ´»´科~N種 15.2 »¿þ¼ú¾üシ´½ñ 4.8 ÿºò½´»´ 12.0 û»¿þÀシフµ´»´ 13.9 ÿºò½´»´ 11.8

シº¿¼´ 9.5 ùýヨ³エó 2.7 û»¿þÀシフµ´»´ 9.0 ÿºò½´»´ 13.5 ú¼º¿Áフシ´»´ 9.0

ùýヨ³エó 5.7 シº¿¼´ 2.1 Eunice属~N種 6.4 Eunice属~N種 6.2 Aphelochaeta属~N種 8.8

ÿºò½´»´ 4.7 Terebellides属~N種 1.4 フµ´»´科~N種 4.3 Scoletoma属~N種 6.2 »¿þ¼ú¾üシ´½ñ 5.8

»¿þ¼ú¾üシ´½ñ 18.0 ûøø¾¹¼´ 9.3 ÿºò½´»´ 14.9 シº¿¼´ 12.8 »¿þ¼ú¾üシ´½ñ 21.6

ûøø¾¹¼´ 15.0 ùýヨ³エó 3.3 »¿þ¼ú¾üシ´½ñ 10.9 ユンü½³エó科~N種 10.8 Aphelochaeta属~N種 10.4

ツþベû¿À¿þ¼´ 4.8 ユンü½³エó科~N種 2.4 ùý½³エó属~N種 7.3 ùý½³エó属~N種 8.5 Eunice属~N種 7.6

Eunice属~N種 3.6 ùý½³エó属~N種 2.0 Áシøú¼´ 6.2 Aphelochaeta属~N種 7.0 ウñþÿú¼´ 5.6

¿ûシツü 3.2 Áシøú¼´ 1.6 ユンü½³エó属~N種 6.2 Scoletoma属~N種 5.4 ´ø»Á¾ú¼´属~N種 4.5

Ċ月

Ą月

 
注Ā 主要種�個体数~N位5種²示す2 

 

(3) 評 価 

主要種�1内~ûÿ岸域w普通{見¹¼»種|確�u¼1出現種類{tいv²経�的

{大}z変W|見¹¼z{s�sx{¹1Ï業{¸»海域生物x~影響�_uく1環境

保全目標²�足wvい»x考え¹¼»2 
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3-6 評価のまとめ 

 

○ 大気質{tいv�1Ï業者監視局{zけ»Ð酸W窒素及び浮遊粒子状物質~測定結

果�環境基準{適\wvzº1濃度üベû�周辺~N般局x同程度wあs�2 

○ 水質{tいv�1Ï業者~調査結果x周辺~府監視結果{大}z差��±¹¼z{

s�2 

○ 底質{tいv�1Ï業者~調査結果x周辺~府監視結果{大}z差��±¹¼z{

s�2 

○ 騒音{tいv�1全v~測定局及び測定地点w環境基準{適\wvい�2 

○ 海域生物{tいv�1内~ûÿ岸域w普通{見¹¼»種|確�u¼�2 

○ ñN~環境監視結果{¹1環境基準~Ô成x維持{支障²及ぼuzい1環境{著w

い変W²生xu{zいzy1環境保全目標²�足wvい»x考え¹¼»2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 
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(1)環境監視結果 

 (1)-1 大気質 

 

表(1)-1-1 一酸化窒素及び窒素酸化物の測定結果 

日 時間 ppm ppm ppm 日 時間 ppm ppm ppm ％

泉佐野市 佐野中学校 363 8614 0.002 0.147 0.009 363 8614 0.010 0.188 0.029 82.6

参考値ÿN般局Ā

高石市 高石中学校 363 8613 0.002 0.054 0.007 363 8613 0.013 0.091 0.031 86.7

泉大津市 泉大津市役所 364 8639 0.002 0.064 0.008 364 8639 0.013 0.121 0.033 87.4

岸和田市 岸和田中央公園 340 8101 0.001 0.046 0.005 340 8101 0.011 0.085 0.027 88.1

和泉市 緑ケ丘小学校 365 8661 0.001 0.032 0.002 365 8661 0.006 0.059 0.016 91.2

貝塚市 貝塚市消防署 364 8643 0.001 0.038 0.005 364 8643 0.008 0.072 0.022 87.3

泉南市 泉南市役所 364 8626 0.001 0.030 0.004 364 8626 0.008 0.071 0.023 85.8

阪南市 南海団地 364 8643 0.001 0.030 0.002 364 8643 0.005 0.061 0.016 88.6

参考値ÿë排局Ā

高石市
カòùールＭＢＳ
 ÿ対象：国道26号Ā

358 8533 0.005 0.096 0.018 358 8533 0.018 0.136 0.043 69.2

岸和田市
天の川O水ポンプ場
 ÿ対象：府道大阪臨海線Ā

364 8638 0.005 0.287 0.015 364 8638 0.020 0.344 0.041 72.6

泉佐野市
末広公園
 ÿ対象：国道26号Ā

360 8566 0.005 0.074 0.012 360 8566 0.014 0.103 0.035 68.0

所在地
1時間値
の最高値

日�均値
の�間
98%値

測定時間 ��均値

��均値
NO2

(NO+NO2)
測定局

N酸化窒素ÿNOĀ 窒素酸化物ÿNO+NO2Ā

p効測定
日数

測定時間 ��均値
1時間値
の最高値

日�均値
の�間
98%値

p効測定
日数

 
 

 

表(1)-1-2 光化学º½·Àンøの測定結果 

昼間 昼間

測定日数 測定時間

日 時間 ppm 日 時間 日 時間 ppm ppm

泉佐野市 佐野中学校 365 5417 0.034 87 390 1 2 0.127 0.048

参考値ÿN般局Ā

高石市 高石中学校 365 5399 0.035 90 389 0 0 0.113 0.049

泉大津市 泉大津市役所 365 5402 0.034 78 324 1 1 0.120 0.048

岸和田市 岸和田中央公園 344 5075 0.035 83 416 1 1 0.137 0.049

和泉市 緑ケ丘小学校 365 5428 0.037 111 593 1 3 0.128 0.052

貝塚市 貝塚市消防署 365 5418 0.036 96 471 1 1 0.127 0.050

泉南市 泉南市役所 365 5412 0.036 92 452 1 1 0.124 0.050

阪南市 南海団地 365 5413 0.036 67 300 0 0 0.109 0.047

昼間の日
最高1時
間値の�
�均値

所在地 測定局

昼間の1
時間値の
��均値

昼間の1時間値が
0.06ppm²超えた日

数と時間数

昼間の1時間値が
0.12ppmñNの日数

と時間数

昼間の1
時間値の
最高値
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表(1)-1-3 非ā¿ン炭化水素の測定結果 

最高値 最低値
時間 ppmC ppmC 日 ppmC ppmC 日 ％ 日 ％

貝塚市 貝塚市消防署 8639 0.08 0.09 365 0.30 0.02 9 2.5 0 0.0

参考値ÿN般局Ā

岸和田市 岸和田中央公園 8020 0.12 0.12 342 0.33 0.02 35 10.2 3 0.9

参考値ÿë排局Ā

高石市
カòùールＭＢＳ
 ÿ対象：国道26号Ā

8467 0.16 0.17 364 1.17 0.02 111 30.5 30 8.2

６～９時Ā時間�均値
６～９時Ā時間�
均値が0.20ppmC²
超えた日数とその

割合

６～９時Ā時間�
均値が0.31ppmC²
超えた日数とその

割合
測定局

６～９時
測定日数所在地

測定時間 ��均値
６～９時
におけ»
��均値

 
 

 

 

表(1)-1-4 ā¿ン及び全炭化水素の測定結果 

６～９時Ā時間�均値

最高値 最低値 最高値 最低値

時間 ppmC ppmC 日 ppmC ppmC 時間 ppmC ppmC 日 ppmC ppmC

貝塚市 貝塚市消防署 8639 2.00 2.02 365 2.17 1.85 8639 2.08 2.11 365 2.39 1.88

参考値ÿN般局Ā

岸和田市 岸和田中央公園 8020 2.02 2.04 342 2.18 1.87 8020 2.14 2.17 342 2.44 1.91

参考値ÿë排局Ā

高石市
カòùールＭＢＳ
 ÿ対象：国道26号Ā

8467 2.01 2.03 364 2.22 1.84 8467 2.17 2.20 364 3.17 1.88

所在地 測定局

ñタン 全炭化水素

測定時間 測定時間 ��均値
６～９時
におけ»
��均値

６～９時
測定日数

��均値
６～９時
におけ»
��均値

６～９時
測定日数

６～９時Ā時間�均値
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表(1)-1-5 風向別出現頻度及び風向別�均風速 

 

測定局名：p広公園局
期   間：î和 4� 4月 1日～î和 5� 3月31日

出現度数
ÿ回Ā

363 440 656 437 654 737 340 406 512 352 304 962 794 584 413 469 335 ― 8758

出現頻度
ÿ％Ā

4.1 5.0 7.5 5.0 7.5 8.4 3.9 4.6 5.8 4.0 3.5 11.0 9.1 6.7 4.7 5.4 3.8 ― 100.0

�均風速
ÿm/sĀ

2.6 2.0 1.8 1.5 1.3 1.1 1.2 2.5 3.1 2.2 2.3 3.4 3.0 2.4 2.3 3.2 0.3 2.2 ―

注Ā CALM ： 静穏ÿ風速 0.4m/s ïOĀ²示す2

合0計SE WNW NW NNW N CALM �均値SSENENNE SSW WSWSW WSENE E ESE

項目

方位

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

図(1)-1-1  気象ÿ風向û風速Āの観測結果 
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Āÿº³くう南浜Ā 注Ā

Āÿ樽井Ā 注Ā

Ｌ－Āÿ箱作Ā 注Ā
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0.06

S62 H1 H5 H10 H15 H20 H25 H30 R1
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岸和田中央公園

緑ケ丘小学校

貝塚市消防署

泉南市役所

南海団地

4一般局5

 
ÿ注Āÿ. 佐野中学校局{tいv�1�成11�度～16�度まw�事業主体~測定{¸»÷ータ1 

       �成17�度ï降�<大阪府地域大気汚染常時監視測定÷ータõァイû={基uく÷ータ² 

       用いた2 

    Ā. 測定期間：Āÿ樽井Ā及びL-2ÿ箱作Ā��成15�まw1L-1ÿ羽倉崎Ā��成16�まw2 

 

図(1)-1-2 光化学º½·Àンø濃度(昼間の1時間値の��均値)の経�変化 
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 (1)-2 水質 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-1 水質の経�測定結果ÿÿĀĀ ／ 夏季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-2 水質の経�測定結果ÿÿĀĀ ／ 冬季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-3 水質の経�測定結果ÿĀĀ ／ 夏季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-4 水質の経�測定結果ÿĀĀ ／ 冬季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-5 水質の経�測定結果ÿＴ－ÿ ／ 夏季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-6 水質の経�測定結果ÿＴ－ÿ ／ 冬季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-7 水質の経�測定結果ÿＴ－ā ／ 夏季Ā 
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(注) 大阪府|実施した大阪湾常時監視~うち1A-31A-61A-71A-10~結果²用いた2 

 

図(1)-2-8 水質の経�測定結果ÿＴ－ā ／ 冬季Ā 
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 (1)-3 底質 
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図(1)-3-1 底質測定結果の経�変化ÿÿĀĀ ／ 夏季Ā 



-55- 

0

10

20

30

40

50

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

mg/g乾泥

年度

ÿÿÿÿĀĀ ／ 冬季Ā

0

10

20

30

40

50

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

mg/g乾泥

年度

ÿĀÿÿĀĀ ／ 冬季Ā

0

10

20

30

40

50

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

mg/g乾泥

年度

ÿāÿÿĀĀ ／ 冬季Ā

 
 

0

10

20

30

40

50

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

mg/g乾泥

年度

大阪湾常時監視ÿÿĀĀ ／ 冬季Ā

 
 

 

図(1)-3-2 底質測定結果の経�変化ÿÿĀĀ ／ 冬季Ā 
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図(1)-3-3 底質測定結果の経�変化ÿ強熱減量 ／ 夏季Ā 
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図(1)-3-4 底質測定結果の経�変化ÿ強熱減量 ／ 冬季Ā 
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図(1)-3-5 底質測定結果の経�変化ÿ硫化物 ／ 夏季Ā 
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図(1)-3-6 底質測定結果の経�変化ÿ硫化物 ／ 冬季Ā 
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 (1)-4 騒音等 

 

表(1)-4-1 航空機騒音の測定結果ÿ常時測定Ā 

 

4o 5o 6o 7o 8o 9o 10o 11o 12o 1o 2o 3o

離着陸機数
(日�均)

d泉大津市　 �均 <37 <37 <37 <37 <37 <37 <37 <37 37 37 <37 37

最小 - <37 - - - - <37 - - - <37 -

　　汐見町 最大 42 39 41 41 38 <37 41 39 42 42 41 41

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

e泉佐野市　 �均 <37 <37 <37 <37 <37 <37 <37 38 37 39 40 39

最小 - - - - - - - <37 - - - -

　　º³くう往来南 最大 42 43 42 38 38 38 42 42 43 44 45 47

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

f岬町　　 �均 45 45 43 40 41 40 46 46 45 45 47 47

最小 37 38 <37 <37 <37 - <37 <37 37 37 39 41

　　多奈川小島 最大 50 47 48 45 48 46 49 49 49 49 50 50

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

k貝塚市　 �均 <37 <37 <37 <37 <37 <37 <37 38 38 39 42 40

最小 - - - - - - - <37 - <37 <37 <37

　　二色ĀO目 最大 41 40 38 37 <37 <37 41 42 43 44 45 43

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

測　定　地　点

ＬÿĀｎ ÿÿÿĀ

ð和5�

222 230 251 274 264

ð和4�

365 388283 326 342 338269

 
注ÿĀ 表中~<<37=�1Lden値|37dBo満wあ»こx²示す2 

注ĀĀ 表中~<―=�1暗騒音¸º10dBïN~最大騒音üベûÿôークüベûĀ|検出w}z{sたこx²示す2 

 

4o 5o 6o 7o 8o 9o 10o 11o 12o 1o 2o 3o

離着陸機数

(日�均)

d泉大津市　 �均 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50

最小 - <50 - - - - <50 - - - <50 -

　　汐見町 最大 60 52 52 57 <50 <50 55 51 52 52 50 56

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

e泉佐野市　 �均 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 50 51 50

最小 - - - - - - - <50 - - - -

　　º³くう往来南 最大 52 57 52 <50 51 51 52 53 53 55 55 57

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

f岬町　　 �均 57 56 55 51 52 54 58 58 56 57 59 59

最小 <50 <50 <50 <50 <50 - <50 <50 50 <50 <50 53

　　多奈川小島 最大 61 61 59 56 59 64 67 64 60 64 64 64

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

k貝塚市　 �均 <50 <50 <50 <50 <50 <50 <50 50 50 51 53 51

最小 - - - - - - - <50 - <50 <50 <50

　　二色ĀO目 最大 53 51 50 53 <50 <50 54 54 56 55 58 55

測定日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

測　定　地　点

Ｗ0Ｅ0Ā0Ｐ0Ｎ0Ｌ

ð和5�

222 230 365 388274 264 283251 269 342 338326

ð和4�

 
注ÿĀ 表中~<<50=�1WECPNL値|50o満wあ»こx²示す2 

注ĀĀ 表中~<―=�1暗騒音¸º10dBïN~ôークüベû|検出w}z{sたこx²示す2 
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表(1)-4-2 航空機騒音の測定結果ÿ定期測定Ā 

 

�均 最小 最大 �均 最小 最大

g堺市 南区庭ï台 <37 - <37

h高石市 高砂ÿO目 - - - <37 - <37

i忠岡町 新浜ĀO目 - - - - - -

j岸和田市 é海町 <37 - 38 <37 - 37

l田尻町 º³くうポーø南 38 <37 41 39 <37 43

m泉南市 º³くう南浜 <37 - 37 40 <37 44

n阪南市 箱作 <37 - 40 <37 - 39

o和泉市 和田町 <37 - <37

p熊取町 希望が丘 <37 - <37

測　定　地　点

ＬÿĀｎ ÿÿÿĀ

6o 12o

ð和4�

 
注ÿĀ 測定日数�7日間wあ»2 

注ĀĀ 表中~<<37=�1Lden値|37dBo満wあ»こx²示す2 

注āĀ 表中~<―=�1暗騒音¸º10dBïN~最大騒音üベûÿôークüベûĀ|検出w}z{sたこx²示す2 

注ĂĀ 表中~<／=�1調査|z{sたこx²示す2 

注ăĀ ⑨~測定地点�1î和4�12月{¹田尻町º³くうポーø南{ÿえv田尻町嘉祥寺{変更さ¼た2 

 

�均 最小 最大 �均 最小 最大

g堺市 南区庭ï台 <50 - <50

h高石市 高砂ÿO目 - - - <50 - <50

i忠岡町 新浜ĀO目 - - - - - -

j岸和田市 é海町 <50 - <50 <50 - <50

l田尻町 º³くうポーø南 <50 <50 52 51 <50 54

m泉南市 º³くう南浜 <50 - 50 50 <50 54

n阪南市 箱作 <50 - 52 <50 - 52

o和泉市 和田町 <50 - <50

p熊取町 希望が丘 <50 - <50

測　定　地　点

Ｗ0Ｅ0Ā0Ｐ0Ｎ0Ｌ

6o 12o

ð和4�

 
注ÿĀ 測定日数�7日間wあ»2 

注ĀĀ 表中~<<50=�1WECPNL値|50o満wあ»こx²示す2 

注āĀ 表中~<―=�1暗騒音¸º10dBïN~ôークüベû|検出w}z{sたこx²示す2 

注ĂĀ 表中~<／=�1調査|z{sたこx²示す2 

注ăĀ ⑨~測定地点�1î和4�12月{¹田尻町º³くうポーø南{ÿえv田尻町嘉祥寺{変更さ¼た2 
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 (1)-5 海域生物 

 

0凡 例1
イ»：イ»úúþ³科の一種
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û»：û»¿þÀ·õµ´»イ
òā：òāĀツア·¼û
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ÿº：ÿºò½´»イ
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Eu：Eunice属の一種
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図(1)-5-1 底生生物の地点別出現個体数(夏季：８月) 
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0凡 例1
イø：イø»Á¾ú¼イ属の一種
ウā：ウāþÿú¼イ
エü：エüüû·¹ôº
»¿：»¿þ¼ú¾ü·イソā
¿·：¿·»¾´»イ
Á·：Á·øú¼イ
´イ：´イµ¾¼イ
³þ：³þÿ·ý¼ý´»イ
µン：µン»¿õ¸ツü
·º：·º¿¼イ
·þ：·þāþウõý¼イ
ツþ：ツþベû¿À¿þ¼イ
òā：òā»þ³アµú
þµ：þµ´ウý³Ā·
ÿº：ÿºò½´»イ

Ap：Aphelochaeta属の一種
Eu：Eunice属の一種
La：Labiosthenolepis属の一種
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図(1)-5-2 底生生物の地点別出現個体数(冬季：２月) 
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(2) 環境基準一覧 

 

ā 大気質 

 

表(2)-1-1 大気汚染に係»環境基準 

項   目 環  境  基  準 

二酸化窒素 
ā時間値~ā日�均値| 0.04ppm{¹0.06ppmまw~¾üン内ま��そ¼

以Owあ»sx2 

浮遊粒子状物質 
ā時間値~1日�均値|0.10mgÿăă以Owあº1{t11時間値|0.20 

mgÿăă以Owあ»sx2 

光化学 

オキシÀンø 
ā時間値|0.06ppm以Owあ»sx2 

[参考]  

非メ¿ン炭化水素 

4指針値5 

午前ÿ時～ÿ時~�均値|0.20ppmC{¹0.31ppmC~範囲内又�そ¼以O

wあ»sx 

 0評価方法1 

1. 短期的評価ÿ二酸化窒素以外Ā 

連続しv1又�随時{行s�測定結果{¸º1測定²行s�日又�時間{tいv評価²行う2 

2. 長期的評価 

(ÿ) 二酸化窒素 

�間{zq»二酸化窒素~ā日�均値~う�1Pい方{¹98％{相当y»²~ÿā日 

�均値~�間98％値Ā²環境基準x比較しv評価²行う2 

(Ā) 浮遊粒子状物質 

�間{zq»ā日�均値~う�1高い方{¹Ă％~範囲内{あ»²~²除外しv評価² 

行う2 

��し1ā日�均値{tいv環境基準²超え»日|Ă日以N連続し�場\{�1s~ 

¸うz取º扱い²{z1環境基準²達成しz{s�²~xy»2 

  



-65- 

Ă 水質ÿ�域Ā 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図(2)-1-1 空港周辺海域におけ»水域類型 

 

生活環境~保全{関y»  

項目ÿ全窒素1全燐以外Ā

{係»環境基準{zq» 

水 域 類 型 指 定 

  水   域 該当類型 

  大阪湾 (1) 

  大阪湾 (2) 

  大阪湾 (3) 

  大阪湾 (4) 

  大阪湾 (5) 

  尾 崎 港           

  淡 輪 港           

  深 日 港           

   ā 

   Ā 

   ÿ 

   ÿ 

   ÿ 

   ā 

   ā 

   ā 

     水域類型指定日 

   昭和46�12月28日 

凡 例 

○ 内部水面�域調査点ÿ3点Ā 

◆ 大阪湾常時監視点ÿ大阪府測定Ā 

 生活環境項目{係»類型区分線ÿÿûĀûā~区分Ā 

  全窒素及び全º³{係»類型区分線ÿbûcûd~区分Ā 

全窒素1全燐{係»環境基準

{ z q » 

水 域 類 型 指 定 

  水   域 該当類型 

  大阪湾ÿイ) 

  大阪湾ÿý) 

  大阪湾ÿÿ) 

   d 

   c 

   b 

水域類型指定日 

�成Ā�Ă月28日 

神崎川 

淀川 

大和川 

尾崎港 

Ｎ１ 

Ｎ2 

Ｎ3 

A-3 

A-6 

A-7 

A-10 

淡輪港 

深日港 

大 阪 湾 
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表(2)-2-1  生活環境の保全に関す»環境基準 (海域、ÿＯĀ等)  

     項目 

 類型 

利用目的~ 

適応性 

基 準 値                       

 

  

 水素イオン

濃度 

ÿĀＨĀ 

化学的酸素

要求量 

ÿāĀĂĀ 

溶存酸素量 

ÿĂĀĀ 
大腸菌数 

 þûマû

øキサン

抽出物質 

ÿ油分等Ā 

    ÿ 

 水産ā級 
水} 
自然環境保
全及びĀ以
O~欄{掲
r»²~ 

7.8以N 

8.3以O 
2mg/L以O 7.5mg/L以N 

300CFU/ 

100ăL以O 

検出u¼z

いsx 

    Ā 

 水産Ă級 
 工業用水 
及びā~欄
{掲r»²
~ 

7.8以N 

8.3以O 
3mg/L以O 5mg/L以N 

 検出u¼z

いsx 

   ā  環境保全 
7.0以N 

8.3以O 
8mg/L以O 2mg/L以N 

 

 

 

 

 
注Ā   部分�1該当y»基準値 
 
 

      表(2)-2-2  生活環境の保全に関す»環境基準 (海域、全窒素・全燐) 
 

     項目 

 類型 
利 用 目 的 ~ 適 応 性                           

     基 準 値                       

 

  

  全 窒 素               全 燐             

    a 

 自然環境保全及びb以O~欄                               
 {掲r»²~ 
 ÿ水産Ă種及びă種²除くĀ 

   0.2mg/L以O    0.02mg/L以O 

    b 

 水産ā種 
 水}及びc以O~欄{掲r»²~ 
 ÿ水産Ă種及びă種²除くĀ 

   0.3mg/L以O    0.03mg/L以O 

   c 
 水産Ă種及びd~欄{掲r»²~ 
 ÿ水産ă種²除くĀ 

   0.6mg/L以O    0.05mg/L以O 

    d 

 水産ă種 
 工業用水 
 生物生息環境保全 

   1mg/L以O    0.09mg/L以O 

 備考Ā基準値�1�間�均値xy»2 
 
   注Ā   部分�1該当y»基準値 
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ă 航空機騒音 
 

表(2)-3 航空機騒音に係»環境基準 
 

地域~ 

類 型 
基 準 値 対   象   地   域 

a 
57÷シùû 

以O 

都市計画法(昭和43�法ß第100号)第2章~規定{¸º定±¹¼�第一

種P層Q居専用地域1第二種P層Q居専用地域1第一種中高層Q居専

用地域1第二種中高層Q居専用地域1第一種Q居地域1第二種Q居地

域及び準Q居地域並び{同法第8条第1項第1号{規定y»用途地域~指

定~zい地域2��し1次{掲r»地域²除く2 

(1) 関西国際空港及び八尾空港~敷地 

(2) 国土利用計画法(昭和49�法ß第92号)第9条~規定{¸º定±¹

¼�森林地域wあsv1{t1都市計画法第7条第1項~規定{¸»市

街化区域以外~地域wあ»地域 

b 
62÷シùû 

以O 

都市計画法第2章~規定{¸º定±¹¼�近隣商業地域1商業地域1準

工業地域及び工業地域2��し1関西国際空港1大阪国際空港及び八

尾空港~敷地²除く2 

注 1.環境基準~基準値�1次~方法{¸º測定û評価し�場\{zq»値xy»2 

(1) 測定�1原則xしv連続Ā日間行い1騒音üùû~最大値|暗騒音¸º10÷シùû以N大}い航

空機騒音{tいv1単発騒音暴露üùû(ＬＡＥ )²計測y»2 

zz1単発騒音暴露üùû~求±方{tいv�1日本工業規格Ｚ 8731{従う²~xy»2 

(2) 測定�1屋外w行う²~xし1そ~測定点xしv�1当該地域~航空機騒音²代表y»x認±¹

¼»地点²選定y»²~xy»2 

(3) 測定時期xしv�1航空機~飛行状況及び風向等~気象条件²考慮しv1測定点{zq»航空機

騒音²代表y»x認±¹¼»時期²選定y»²~xy»2 

(4) 評価�算式ア{¸ºā日(午前Ā時{¹午à12時まw)tx~時間帯補正等価騒音üùû(ＬÿĀｎ )

²算出し1全測定日~ＬÿĀｎ {tいv1算式イ{¸ºパワü�均²算出y»²~xy»2 

ÿ算式アā 10log10 {�0� (∑10�AE,dÿ10ÿ +∑10�AE,eĀ+510Ā +∑10�AE,nā+1010ā )} 
(注)ÿ1Ā及びāx�1T時間帯w観測標本~ÿ番目1Ā番目及びā番目²いい1ＬＡＥ，ÿÿ x

�1午前Ā時{¹午àĀ時まw~時間帯{zq»ÿ番目~ＬＡＥ ²1ＬＡＥ，ĀĀ x�1午àĀ
時{¹午à10時まw~時間帯{zq»Ā番目~ＬＡＥ ²1ＬＡＥ，ｎā x�1午前Ā時{¹午前

Ā時まw及び午à10時{¹午à12時まw~時間帯{zq»ā番目~ＬＡＥ ²いう2ま�1ĀĀ
x�1規準化時間ÿā秒Ā²いい1Āx�1観測ā日~時間ÿ86,400秒Ā²いう2 

 

ÿ算式イā 10log10 (1N∑10�den,ÿ10ÿ ) 

(注) ÿx�1測定日数²いい1ＬÿĀｎ，ÿ x�1測定日~う�ÿ日目~測定日~ＬÿĀｎ ²いう2 

 

(5) 測定�1計量法ÿ�成Ą�法ß第51号Ā第71条~条件{\格し�騒音計²用いv行う²~xy»2

s~場\{zいv1周波数補正回路�ÿ特性²1動特性�遅い動特性ÿÿＬĀＷĀ²用い»sxx

y»2 
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ÿ参考Ā�成24�度まw適用さ¼vいた航空機騒音に係»環境基準 
 

地域~ 

類 型 
基  準  値 対   象   地   域 

a 70WECPNL以O 

都市計画法(昭和43�法ß第100号)第2章~規定{¸º定±¹

¼�第一種P層Q居専用地域1第二種P層Q居専用地域1第

一種中高層Q居専用地域1第二種中高層Q居専用地域1第一

種Q居地域1第二種Q居地域及び準Q居地域並び{同法第8

条第1項第1号{規定y»用途地域~指定~zい地域2��

し1次{掲r»地域²除く2 

(1) 関西国際空港及び八尾空港~敷地 

(2) 国土利用計画法(昭和49�法ß第92号)第9条~規定{¸

º定±¹¼�森林地域wあsv1{t1都市計画法第7条第1

項~規定{¸»市街化区域以外~地域wあ»地域 

b 75WECPNL以O 

都市計画法第2章~規定{¸º定±¹¼�近隣商業地域1商

業地域1準工業地域及び工業地域2��し1関西国際空港1

大阪国際空港及び八尾空港~敷地²除く2 

注 1.測定�1原則xしv連続Ā日間行い1暗騒音¸º10÷シùû以N大}い航空機騒音~ピüクüùû

ÿ計量単O ÷シùûĀ及び航空機~機数²記録y»²~xy»2  

2.測定�1屋外w行う²~xし1そ~測定点xしv�1当該地域~航空機騒音²代表y»x認±¹¼

»地点²選定y»²~xy»2  

3.測定時期xしv�1航空機~飛行状況及び風向等~気象条件²考慮しv1測定点{zq»航空機騒

音²代表y»x認±¹¼»時期²選定y»²~xy»2  

4.評価�(1)~ピüクüùû及び機数{¹次~計算式{¸ºā日tx~値ÿ単O ＷăāāÿＬĀ²

算出し1そ~yべv~値²パワü�均しv行う²~xy»2 

計算式  ｄĀÿÿĀ＋10×ĂÿｇāĀÿ－ĂĀ 

   ｄĀÿÿĀx�1ā日~yべv~ピüクüùû²パワü�均し�²~²いい1ÿx�1午前Ā時{

¹午前Ā時まw~間~航空機~機数²ÿā1午前Ā時{¹午àĀ時まw~間~航空機~機数²ÿĂ1

午àĀ時{¹午à10時まw~航空機~機数²ÿă1午à10時{¹午à12時まw~間~航空機~機数

²ÿĄxし�場\{zq»次{¸º算出し�値²いう2  

ÿĀÿĂ＋ă×ÿă＋10×ÿÿā＋ÿĄĀ 

5.測定�1計量法ÿ�成Ą�法ß第51号Ā第71条~条件{\格し�騒音計²用いv行う²~xy»2

s~場\{zいv1周波数補正回路�ÿ特性²1動特性�遅い動特性ÿÿＬĀＷĀ²用い»sxx

y»2 



 

 

 

 

 

 

 

(3)環境監視計画等 



 
 

2

3

 

−69−



 
 

 

 

 

 
- 

1
 -

 

 

−70−



 

 
- 

2
 -

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       

 
 

 

 

 

 
- 

3
 -

 

 

 

 

J
IS

1
9

8

−71−



 

 
- 

4
 -

 

 

 

 

C
O

D

C
O

D

 

 
- 

5
 -

 

 

 

             

 

  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

−72−



 

 

- 6
 - 

 

 

 
- 

7
 -

 

 

 

 

−73−



-8
- 

 
 

 

 
- 

9
 -

 

 

 

 

 
 

−74−



-
1
0
 -

-
1
1
 -

−75−



 

 
- 

1
2
 -

 

 

−76−



-77- 

 

調
査

頻
度

実
施

期
間

調
査

頻
度

備
考

1
1
地

点
(常

時
)

常
時

観
測

常
時

観
測

1
0
数

点
(定

点
)

�
ÿ

回
程

度

数
箇

所
�

ÿ
回

程
度

ÿ
H

2
8
.9

変
更

Ā
�

成
2
9
�

度
{

¹
当

面
の

間

低
周

波
音

大
阪

湾
沿

岸
地

域
数

地
点

H
2
4
�

度
末

w
終

了
ÿ
H

2
5
.8

変
更

Ā

空
港

島
周

辺
海

域
Ă

点
�

Ā
回

ÿ
夏

季
1

冬
季

Ā
H

2
2
.5

調
査

w
終

了
ÿ
H

2
2
.3

変
更

Ā

内
部

水
面

海
域

ā
点

�
Ă

回
(四

季
)

�
Ā

回
ÿ
夏

季
1

冬
季

Ā

当
面

の
間

実
施

ÿ
R

3
.7

変
更

Ā
X

側
連

絡
誘

導
路

等
の

施
設

整
備

の
実

施
|

確
定

後
1

着
工

前
{

速
や

{
{

内
部

水
面

ÿ
Ｎ

ÿ
，

Ｎ
Ā

Ā
{

z
い

v
�

4
回

ÿ
四

季
Ā
w

再
開

空
港

島
周

辺
海

域
Ă

点
H

2
2
.5

調
査

w
終

了
ÿ
H

2
2
.3

変
更

Ā

内
部

水
面

海
域

ā
点

�
Ā

回
ÿ
夏

季
1

冬
季

Ā

当
面

の
間

実
施

ÿ
R

3
.7

変
更

Ā
X

側
連

絡
誘

導
路

等
の

施
設

整
備

の
実

施
|

確
定

後
1

着
工

前
{

速
や

{
{

内
部

水
面

ÿ
Ｎ

ÿ
，

Ｎ
Ā

Ā
{

z
い

v
�

4
回

ÿ
四

季
Ā
w

再
開

空
港

島
周

辺
海

域
Ă

点
�

ā
回

ÿ
春

季
1

夏
季

1
秋

季
Ā

H
2
2
.5

調
査

w
終

了
ÿ
H

2
2
.3

変
更

Ā

1
期

及
び

2
期

空
港

島
内

定
点

及
び

調
査

ラ
イ

ン
3
�

ご
x

{
月

1
回

3
�

ご
x

{
月

1
回

空
港

島
周

辺
海

域
調

査
ラ

イ
ン

3
�

ご
x

{
�

4
回

3
�

ご
x

{
�

4
回

¿
»

類
の

渡
º

の
ﾙ

ｰ
ﾄ

ÿ
点

3
�

ご
x

{
�

1
回

3
�

ご
x

{
�

1
回

当
面

の
間

実
施

ÿ
R

3
.7

変
更

Ā
X

側
連

絡
誘

導
路

等
の

施
設

整
備

の
実

施
|

確
定

後
1

着
工

前
{

速
や

{
{

内
部

水
面

ÿ
Ｎ

ÿ
，

Ｎ
Ā

Ā
{

z
い

v
�

4
回

ÿ
四

季
Ā
w

再
開

�
Ā

回
ÿ
夏

季
1

冬
季

Ā

将
来

{
わ

た
º

実
施

Û
用

開
始

3
�

後
ま

w

ÿ
地

点

�
Ă

回
(四

季
)

常
時

測
定

�
ÿ

回
程

度
ÿ
当

面
�

ÿ
～

4
回

Ā

将
来

{
わ

た
º

実
施

H
2
2
.7

末
w

終
了

中
止

ÿ
H

2
2
.3

変
更

Ā

航
空

機
の

低
周

波
音

空
港

島
対

岸
部

Û
用

最
大

時
の

3
�

後
ま

w

Û
用

最
大

時
の

3
�

後
ま

w

Û
用

最
大

時
の

3
�

後
ま

w

H
2
2
.5

調
査

w
終

了
ÿ
H

2
2
.3

変
更

Ā

H
2
2
.5

調
査

w
休

止
ÿ
H

2
2
.3

変
更

Ā

X
側

連
絡

誘
導

路
等

の
施

設
整

備
の

実
施

|
確

定
後

1
着

工
前

{
速

や
{

{
内

部
水

面
ÿ
Ｎ

ÿ
，

Ｎ
Ā

Ā
{

z
い

v
�

4
回

ÿ
四

季
Ā
w

再
開

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

測
定

・
調

査
項

目

騒
0

0
音

大
阪

湾
沿

岸
地

域
及

び
飛

行
経

路
周

辺
地

域

大
 気

 質
気

  
0

象
  

  
二

酸
W

硫
黄

窒
素

酸
W

物
(二

酸
W

窒
素

･一
酸

W
窒

素
)1

浮
Ú

粒
子

状
物

質
1

光
W

学
º

キ
シ

À
ン

ト
1

炭
W

水
素

(メ
¿

ン
･非

メ
¿

ン
)1

風
向

･風
速

窒
素

酸
W

物
(二

酸
W

窒
素

･一
酸

W
窒

素
)1

浮
Ú

粒
子

状
物

質
1

風
向

･風
速

航
空

機
騒

音

(3
)-

2
  

 関
西

国
際

空
港

の
存

在
・
Û

用
{

係
»

環
境

監
視

計
画

の
変

遷

泥
温

1
強

熱
減

量
1

粒
度

組
成

1
p
H

1
C

O
D

1
硫

W
物

1
T
-
N

1
T
-
P

Ā
地

点

Û
用

開
始

3
�

後
ま

w

飛
行

経
路

・
高

度

底
0

0
質

漁
業

生
物

�
Ă

回
(四

季
)

監
視

項
目

Ā
点

内
部

水
面

海
域

底
生

生
物

現
行

ÿ
R

4
.2

末
時

点
Ā

2
期

供
用

開
始

後
ÿ
H

1
9
.8

Ā
～

調
査

点
調

査
範

囲

常
時

測
定

透
明

度
水

温
1

塩
分

1
p
H

1
D

O
1

C
O

D
1

T
-
N

1
T
-
P

1
ｸ
ﾛ
ﾛ
ﾌ
ｨﾙ

a1
S
S

内
部

水
面

海
域

航
空

機
�

間
離

着
陸

回
数

|
大

幅
{

増
加

ÿ
2
0
万

回
程

度
z

y
Ā
し

た
段

階
w

再
開

ÿ
令

和
元

�
度

¸
º

休
止

Ā

ā
点

動
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

陸
生

動
物

(鳥
類

)

鳥
類

の
飛

来
・
生

息

¿
»

類
の

渡
º

水
0

0
質

海
域

生
物

空
港

島
周

辺
海

域
Ă

点



-78- 

(3)-3 関西国際空港における環境監視計画の変遷ÿ大阪府域関係Ā 

S61.11 <関西国際空港建設事業{係»環境監視計� ÿ以O<空港計�=Ā、 

 <南大阪湾岸整備事業の建設工事{係»環境監視計�=ÿ以O<前島計�=Ā、 

 <阪南丘陵開発計�{係»土砂採取事業{関y»環境監視計�=ÿ以O<土

取計�=Ā ²策定 

 

○関西国際空港工事開始ÿS62.01Ā 

S63.12 ÿ空港計�Ā 水質 護岸概成{伴う測定地点の減少ÿS63.12～Ā 

 ÿ土取計�Ā 水質 排水|zいこx{伴う調査頻度の変更等ÿH01.04～Ā 

H02.03 ÿ土取計�Ā 水象 河川改修工事{伴う調査方法の変更ÿH02.05～Ā 

H02.05 ÿ土取計�Ā 大気 監視体制の充実{伴う測定地点の増加等ÿH02.05～Ā 

H02.10 ÿ空港計�Ā 水質 連絡橋海N基礎工事の終了{伴う測定地点の減少 

   ÿH02.10～Ā 

H03.06 ÿ空港計�Ā 水質 護岸開口部の閉鎖等{伴う日調査の廃止ÿ～H03.10Ā 

H04.03 ÿ空港計�Ā 水質 空港島への土砂搬入の終了{伴う週調査の廃止 

   ÿ～H04.03Ā 

 騒音 空港島内の建設作業音の識別不能{伴う対岸測定地

点の廃止ÿ～H04.03Ā 

H04.11 ÿ土取計�Ā 騒音、振動 海域水質 土砂搬出の終了及びコンベアの撤去

工事{伴う測定地点の変更û廃止等ÿH05.01～Ā 

H05.02 <関西国際空港関連道路及び空港連絡鉄道の供用{係»環境監視計�=ÿ以

O<道路鉄道計�=Ā²策定 

H05.06 ÿ前島計�Ā 水質 工事施工àの減少{伴うブイ{¸»連続測定の終了

ÿ～H05.07Ā 

H05.06 ÿ土取計�Ā 土砂採取事業の完了{伴う計�の終了 

  大気、水質、底質、騒音、振動、水生生物ÿ淡水生物Ā等 

  ÿ～H06.03Ā 

  陸生動物、陸生植物、水生生物ÿ海域生物Āÿ～H07.03Ā 

H06.03 ÿ前島計�Ā 水質 護岸工事終了{伴う週調査の終了ÿ～H06.03Ā 

H06.03 <関西国際空港の設置û運用{係»環境監視計�=ÿ以O<ÿ期計�=Ā²策

定 

 

○関西国際空港開港ÿH06.09Ā 

H07.03 ÿ前島計�Ā 水質 工事施工àの減少{伴う調査頻度の減少ÿH07.04～Ā 

H08.03 ÿ前島計�Ā 南大阪湾岸整備事業の埋立竣工{伴う計�の終了 

  大気、水質、底質、騒音û振動ÿ～H08.03Ā 
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  陸生植物、水生生物等ÿ～H09.03Ā 

H10.11 ÿÿ期計�Ā 新飛行経路運用{伴う環境監視の強WÿH10.12～Ā 

            騒音 常時Ā地点増設、定期測定期間長期W 

            飛行経路û高度 Ā地点増加 

H11.06 <関西国際空港Ā期事業の実施{伴う環境監視計�=ÿ以O<Ā期計�=Ā、 

 <岬�多奈川地区多目的公園計�{係»土砂採取事業{関y»事後調査計

�書=ÿ以O<Ā期土取計�=Ā²策定 

 

○関西国際空港２期工事開始ÿH11.07Ā 

H13.03 <関西国際空港関連交通の供用{係»環境監視計�=ÿ以O<交通計�=Ā²

道路鉄道計�{替えv策定 

H13.11 ÿĀ期計�Ā 水質 Ā期島護岸概成{伴う調査地点の減少ÿH13.12～Ā 

 ÿĀ期土取計�Ā 水質 底質 車両騒音振動等 準備工事終了{伴う調査

地点、項目の一部休止ÿH14.04～Ā 

H15.03 ÿĀ期土取計�Ā 大気 降Oばいx³の測定地点の減少 

  騒音、振動、低周波音、水生生物 測定地点の減少 

H15.08 ÿĀ期計�Ā 騒音 ４地点測定回数減少ÿH17.09～Ā 

H16.03 ÿĀ期計�Ā 大気 測定項目の減少ÿH16.04～Ā 

  水質 南側護岸閉切º{伴う測定地点減少ÿH16.05～Ā 

H17.03 ÿĀ期計�Ā 大気 周辺交通àの増加等{伴う測定局の移転ÿH17.06～Ā 

  水質、海域生物 調査地点減少ÿH17.04～Ā 

H17.08 ÿĀ期計�Ā 騒音 測定回数減少ÿH15.09～Ā 

  水質 X側護岸閉切{伴う日調査û週調査休止ÿH17.10～Ā 

H17.10 ÿĀ期計�Ā 大気 Ｌ－ÿ局の休止及び府佐ß中学校局÷üタの活用

ÿH17.12～Ā 

H18.03 ÿĀ期計�Ā 水質、底質、海域生物 項目û頻度の減少等ÿH18.04～Ā 

H18.08 ÿĀ期土取計�Ā 土砂採集事業の終了{伴う計�の終了 

  大気、水質、騒音、振動、低周波音等ÿ～H18.05Ā 

  陸生植物、陸生動物、水生生物ÿ～H19.05Ā 

H19.03 ÿĀ期計�Ā 水質、底質、海域生物 Ā期供用開始まwの監視計�見直w 

ÿH19.04～Ā 

 ÿĀ期計�Ā 水質 Ā期空港島のX側開口部埋立工事{伴う日調査û周調

査の実施ÿ←休止ĀÿH19.04～Ā 

 ÿ交通計�Ā 監視期間²、�成18�度まw{¹監視結果や交通à|安定y

»まwの一定期間{ 

 <関西国際空港の存在û運用{係»環境監視計�=ÿ以O<運用計�=Āの策

定 
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○関西国際空港第２滑走路供用開始ÿH19.08Ā 

H19.11 ÿĀ期計�Ā 水質 X側開口部の土砂投入終了{伴う日調査û週調査の休

止ÿH20.1～Ā 

H20.05 ÿ交通計�Ā 騒音 鉄軌道2地点�1回測定の終了ÿ～H19.11Ā 

H20.08 ÿ運用計�Ā 陸生動物 鳥類の飛来û生息調査の休止ÿH22～Ā 

H21.02  ÿ交通計�Ā 大気 道路常時監視の休止ÿH22.03～Ā 

  騒音 道路測定地点の減少ÿH22～Ā 

H21.08 ÿ運用計�Ā 陸生動物 鳥類の飛来û生息の休止ÿH23～Ā 

      騒音、低周波音 調査頻度の減少(H21.09～) 

H22.03 ÿ運用計�Ā 大気 常時監視の減少等ÿH22.08～Ā 

  水質、底質、海洋生物 空港周辺海域調査の終了及び内水面

海域の調査頻度の減少ÿH22.08～Ā 

H22.08 ÿ運用計�Ā 飛行経路û高度 貝塚²除}休止ÿH22.09～Ā 

  低周波音の調査頻度の減ÿ2→1ĀÿH22.12～Ā 

  陸生動物 タカ類の渡ºルüø調査の休止ÿH24～Ā 

H23.06  ÿ交通計�Ā 騒音 道路交通の休止ÿH22.12～Ā 

H25.08 ÿ運用計�Ā 低周波音 終了ÿ～H24.12Ā 

H26.08 ÿ運用計�Ā 非メタン炭W水素 環境保全目標の記載改め 

H27.09 ÿ運用計�Ā 低周波音 終了{伴う記載削除 

H28.09 ÿ運用計�Ā 飛行経路û高度 調査の再開ÿH29～Ā 

H29.09 ÿ運用計�Ā 風向û風速 調査地点の変更 

H30.09  ÿ運用計�Ā 陸生動物 鳥類の飛来û生息調査及びタカ類の渡ºルüø調

査の再開ÿH31.04～Ā 

            大気 調査方法の変更ÿH31.04～Ā 

R03.12  ÿ運用計�Ā 陸生動物 鳥類の飛来û生息調査及びタカ類の渡ºルüø調

査の休止ÿR4～Ā 
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(3)-4 One エコエアポート計画の概要 

 

 関西エアýüø株式会社w�1関西国際空港1大阪国際空港1神戸空港~3 t~空港を対象x

w�環境計画を策定wvい~y2<One={�1関西3 空港|一体xzsv取º組�xいう思いを

込�vい~y2関西地域~玄関口wあ»3 空港を運営y»会社xwv1本計画を�x{1周辺地

域1周辺生態系1気候へ~影響を最小限{xy��事業活動{取º組�xx�{1地域社会x共

生w�空港~発展を�vw~y2  

 

I. 環境計画の基本方針 

2018 �度{¹2022 �度~5ヵ�を対象xw1環境負荷低減{向qv4 t~方針~�x{8 t

~項目を定�1}¼~¼~項目~�x今後~取º組�~指標xz»具体的z目標x施策を定�v

い~y2 

 

 

II. 環境推進体制 

関西エアýüø株式会社w�<グ

ûüプ環境推進委員会=を設置w1

計画~推進1目標達成状況~V析や

評価1取º組�~改善を行svい~

y2~�1<省エネûギü委員会=

{zいv�1省エネûギüを中心x

w�温室効果¼¹排出量~低減{

向qv具体的z対策を進�vい~

y2加え1<Environmental STC=w�1温室効果¼¹{{{わ¹z各種~環境負荷低減{向q

v¸º具体的z取º組�を進�vい~y2u¹{13空港}¼~¼{設置wvい»エアýüø環境

推進協議会を通xv空港関連事業者等x協力w1連携wz|¹取º組�を推進wvい~y2 

 

III.  4つの基本方針 

1. 気候変動へ~対応 

環境負荷低減{向qv1エネûギü使用~効率化を進�»xx�{1温室効果¼¹排出量~

低減{向q�施策{取º組�~y2~�1太陽光や水素zy1再生可能エネûギüや新エネû

ギü~使用をÐ進w1地球環境~保全{貢献wvい}~y2 
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    ※GPUx�1地上{¹駐機中~航空機{必要z電気や空調を供給y»装置w1航空機~補û動力装置ÿAPUĀ

を使用y»¸º� CO2~排出や騒音を低減y»sx|w}~y2 

 

2. 資源循環 

廃棄物~最小化{取º組�xx�{1発生w�廃棄物~V別1再資源化を行い~y2~�1

÷üタ~V析{¸»水利用~効率化や中水利用~普及拡大1雨水利用を検討y»zy1廃棄物

x水~両方w<Reduce=<Reuse=<Recycle=を推進w1資源保全{貢献wvい}~y2 
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3. 周辺環境x~共生 

 航空機騒音低減{引}続}取º組�xx�{1適W{環境監視をß施w1監視結果を公表w

~y2~�1緑地~維持û拡大や1環境調査{¸»種~確認を通x1生物多様性~保全{ü�

»xx�{1空港利用者|憩いx安¹~を感x»良好z空間整備を進�~y2 

 

 

4. 環境þネ¸ñンø 

 環境評価プýグラðを活用wv1環境へ~負荷量を把握û評価w1低減{tzr»sx~w

}»仕組�を構築w~y2~�1環境情報~発信や環境学習~場~提供1空港関連事業者や国

内外~空港x~連携を通xv1zû様や空港関Ï者1地域~�zu~x~対話{ü�~y2 
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※ACAÿAirport Carbon AccreditationĀ：空港»üüン認証x� 

空港{特化u¼�唯一~国際的z»üüン管理制度w1空港{¹排出u¼»CO2 量を管理û削減y»��

~取º組�を評価û認証y»�~wy2ACAw�CO2~管理üベûを4段階{Vqvい~y2KIXûITAMI ~

両空港{zいv1�成28 �度{日本~空港w初�vxz»ACAüベû2を取得w~w�2�成30�度{�ü

ベû3~取得を達成w1令和3�11月{�üベû4を国内空港w初�v取得w~w�2~�KOBE{zいv�令

和3�11月{同x�üベû4を取得wvい~y2今後�認証~維持1üベûアップを�vwvい}~y2 
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(4)  関西国際空港環境監視機構 

 

(4)-1 活動状況 

(ア) 環境監視結果~公開等 

関西¸アポüø株式会社{¹報告をØq»otx~環境監視結果{tいv1周辺~地方公

共団体|実施y»環境監視÷üタ等�見z|¹1環境保全P問題|zい{チ·ックw�Pw1

毎o公開w�2 

~�1ð和Ă�度~環境監視結果{tいv1空港~運営状況や環境保全措置等を踏~えv1

ð和ă�Ĉo{�報をxº~x�1大阪府及び泉州Ĉ市ă�~計 14{所{zいv公開w�2 

 

(イ) 会議~開催等 

ð和ă�Ćo{環境部会を開催w1ð和Ă�度~報告書案をxº~x��2 
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(4)-2  規約 

 

関西国際空港環境監視機構規約 

 

  ÿ目的Ā 

  第Ā条 s~監視機構�1関西国�空港ÿ連絡橋を含�2ñQ<空港=xいう2Ā~建設û運用

及びs¼x密接{関連y»Ï業ÿñQ<関連Ï業=xいう2Ā~実施{¸sv1環境面及び社

会û経済面w地域O民~生活{支 |及ぶsx~zい¸う1空港若wく�関連Ï業~TÏ業主

体又�地方公共団体{¸º行わ¼�環境監視等~÷üタを収集1検討y»xx�{1必要{応

x調査等を行い1TÏ業主体等{対y»対策~要請û勧告~措置等を講z»sx{¸º1�s

v地域O民~快適{t安定w�生活{資y»sxを目的xy»2 

 

  ÿ名称Ā 

  第ā条 s~監視機構�1<関西国�空港環境監視機構=ÿñQ<監視機構=xいう2Āxいう2 

 

    ÿ監視対象Ā 

  第Ă条 監視機構{zいv行う監視対象�1環境面{zいv�1空港~建設û運用並び{関連Ï

業~実施{伴う生活環境及び自然環境xw1社会û経済面{zいv�1泉州地域~物価及び地

価xy»2 

 

    ÿ業務内容Ā 

  第ă条 監視機構�1第Ā条~目的を達成y»��1l~業務を行う2 

   (1) 空港及び関連Ï業~TÏ業主体{対y»適Wz環境監視方法{tいv~助言 

   (2) 空港若wく�関連Ï業~TÏ業主体又�地方公共団体{¸º行わ¼�生活環境及び自然

環境{関y»環境監視÷üタ~収集及び検討 

   (3) 生活環境及び自然環境{関y»調査 

   (4)  物価û地価{関y»監視÷üタ~収集及び検討 

   (5) 前O号{掲r»業務{関w必要{応x�対策~要請及び勧告 

   (6) 第Ā号{¹第Ą号{掲r»業務{関y»資料~作成及び公開 

   (7) 関係機関x~連絡及び調整 

   (8) 前T号{掲r»�~~ほ{1第Ā条{規定y»目的~達成{必要z業務 
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  ÿ組織等Ā 

    第Ą条 監視機構�1大阪府1堺市1岸和田市1泉大津市1貝塚市1泉P野市1和泉市1高石市1

泉南市1阪南市1忠岡�1熊×�1田尻�及び岬�ÿñQ<関係地方公共団体=xいう2Ā~

長を�sv構成y»2 

    ā 前項{掲r»構成員ÿñQ<構成員=xいう2Ā{Ï故あ»x}又�構成員|kq�x}�1

当ü構成員|あ¹{x�そ~属y»地方公共団体~職員~中{¹指名y»者|議Ï{参与y

»sx|w}»2 

    Ă 監視機構{会長を置}1大阪府知Ïを�svs¼{充v»2 

  ă 監視機構{副会長を置}1会長|構成員~中{¹s¼を指名y»2 

  Ą 副会長�1会長を補Pw1会長{Ï故|あ»x}又�会長|kq�x}{�1そ~職務をï

理y»2 

    ą 監視機構~会議�1会長|必要{応xv招集w1s¼を主宰y»2 

 

  ÿ部会Ā 

  第ą条 監視機構{1そ~業務を補助u{»��1環境面{関y»Ï項を担当y»環境部会並び

{社会û経済面{関y»Ï項を担当y»物価部会及び地価部会を置く2 

    ā 部会員�1関係地方公共団体~長|推薦y»職員等~中{¹1会長|指名y»2 

  Ă 部会{部会長を置}1会長|部会員~中{¹s¼を指名y»2 

  ă 部会長{Ï故あ»x}又�部会長|kq�x}�1会長|あ¹{x�部会員~中{¹指名y

»者を�svs¼{充v»2 

    Ą 部会~会議�1部会長|必要{応x招集w1s¼を主宰y»2 

  ą l{掲r»業務{tいv�1部会~決定を�sv監視機構~決定xy»2 

   (1) 環 境 部 会 

     イ 第ă条第Ā号及び第ā号{掲r»業務 

    ロ 第ă条第Ă号1第Ą号{¹第ć号{掲r»業務~う�軽易z�~ÿ環境面{関y»Ï項

{限»2Ā 

   (2)  物 価 部 会 

        イ 第ă条第ă号{¹第ć号{掲r»業務~う�軽易z�~ÿ物価{関y»Ï項{限»2Ā 

   (3) 地 価 部 会 

    イ 第ă条第ă号{¹第ć号{掲r»業務~う�軽易z�~ÿ地価{関y»Ï項{限»2Ā 

    Ć 部会長�1前項~決定|あs�x}�1そ~結果を監視機構{報告wzq¼�z¹zい2 

    ć 部会長�1部会{V科会を置くsx|w}»2 

  Ĉ そ~他部会{関w必要zÏ項�1部会長|s¼を定�»2 
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ÿ関西国�空港環境監視検討委員会Ā 

  第Ć条 監視機構{1そ~求�{応x1監視÷üタ及び対策等{tいv専門的zÏ項を調査1検

討u{»��1関西国�空港環境監視検討委員会ÿñQ<検討委員会=xいう2Āを置く2 

    ā 検討委員会�1委員ĀĄ人ñ内w組織y»2 

  Ă 委員�1環境又�社会û経済{関w学識経�をpy»者~中{¹1会長|委嘱y»2 

  ă 委員~任期�1ā�xy»2 

  Ą 検討委員会{1特別~Ï項を調査1検討u{»��1専門委員若~名を置くsx|w}»2 

  ą 専門委員{�1学識経�をpy»者{¹1会長|委嘱y»2 

  Ć 専門委員�1当üÏ項{関y»調査1検討|終了w�x}�1解嘱u¼»�~xy»2 

  ć  そ~他検討委員会{関w必要zÏ項�1別{定�»2 

 

  ÿÏ務局Ā 

  第ć条 監視機構{Ï務局を置く2 

  ā Ï務局�1大阪府{置く2 

 

  ÿ経費Ā  

  第Ĉ条 監視機構~経常経費�1大阪府~負担xy»2 

 

  ÿ委任Ā 

  第 10条 s~規約{定�»�~~ほ{1監視機構~運営{関w必要zÏ項�1会長|定�»2 

 

    附  則 

   s~規約�1昭和ąĀ�āoāć日{¹施行y»2 

 

    附 則 

    s~規約�1昭和ąā�Ĉoāć日{¹施行y»2��w1第ą条~改l規定�1会長|別

{定�»日{¹施行y»2 

       ÿ昭和ąā�ĀĀoĀ日Ā 

 

    附 則 

        s~規約�1�成Ă�ĀÿoĀ日{¹施行y»2 

 

        附 則                                         

        s~規約�1�成Āÿ�ĀĀoāÿ日{¹施行y»2   

 

        附 則                                         

        s~規約�1�成āĄ�ĂoĀĈ日{¹施行y»2   
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(4)-3  関西国際空港環境監視機構組織図ÿ令和 5年 4月 1日現在Ā 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

  ○印ĉ部会長及びV科会主担 

 

関 西 国 � 空 港 環 境 監 視 機 構                                 ÿ大阪府知Ï及び泉州Ĉ市ă�長Ā 

環境部会 

 大 阪 府…○成長戦略局課長ÿ空港政策担当Ā1関係担当課長 

  Ĉ市ă�……関係担当部課長 

ÿ地独Ā大阪府立環境農林水産総\研究所水産研究部長 

物価部会 ÿ休k中Ā 

  大阪府 …○府消費生活センタü所長1関係担当課長 

Ĉ市ă�……関係担当部課長 

大気V科会 

  大阪府 …○環境保全課長1関係担当課長 

Ĉ市ă�……関係担当部課長 

水質V科会 

  大阪府 …○環境保全課長1関係担当課長 

Ĉ市ă�……関係担当部課長 

�音û振動V科会 

  大阪府 …○Ï業所指導課長1関係担当課長 

Ĉ市ă�……関係担当部課長 

自然環境V科会 

  大阪府 …○�yº企�課長1関係担当課長 

Ĉ市ă�……関係担当部課長 

地価部会 ÿ休k中Ā 

  大阪府 …○都市計�室参Ï1関係担当課長 

Ĉ市ă�……関係担当部課長 

関西国�空港環境監視検討委員会 ÿ学識経�者Ā 

航空機�音{関y»専門委員会 
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(4)-4  環境監視結果等の公開場所ÿ令和 5年 4月 1日現在Ā 

 
 

公 開 場 所                      O 所 電 û 番 号             ＦＡＸ番号 

大 阪 府 府政情報センタü 
大阪市中央区大手前ā丁目 

ÿ大阪府庁本館 1階Ā 
06-6944-8371 06-6944-3080 

堺  市 
環境局環境保全部 

環境対策課 

堺市堺区南瓦� 3-1 

ÿ堺市役所高層館 4階Ā 
072-228-7474 072-228-7317 

岸和田市 情報公開コüナü 
岸和田市岸城� 7-1 

ÿ岸和田市役所新館 2階Ā 
072-423-2386 072-423-6409 

泉大津市 都市政策部環境課 
泉大津市東雲� 9-12  

ÿ泉大津市役所 2階Ā 
0725-33-1131 0725-22-6040 

貝 塚 市 市民生活部環境衛生課 
貝塚市畠中Ā丁目 17-1 

ÿ貝塚市役所第Ð別館 2階Ā 
072-433-7186 072-433-7511 

泉P野市 情報公開コüナü 泉P野市市場東Ā丁目 1-1 072-463-1212 072-464-9314 

和 泉 市 市政情報コüナü 和泉市府中�ā丁目 7-5 0725-99-8121 0725-41-0246 

高 石 市 総務部環境政策課 高石市加茂ă丁目 1-1 072-265-1001 072-267-3078 

泉 南 市 情報公開コüナü 
泉南市樽井Ā丁目 1-1  

ÿ泉南市役所本館 1階Ā 
072-483-9871 072-483-0206 

阪 南 市 市民情報コüナü 
阪南市尾崎� 35-1 

ÿ阪南市役所本庁 1階Ā 
072-471-5678 072-473-3504 

忠 岡 � 情報閲覧コüナü 
忠岡�忠岡東 1丁目 34-1 

(忠岡�シビックセンタü本館 1階) 
0725-22-1122 0725-22-1128 

熊 × � O民情報コüナü 
熊×�野田Ā丁目 1-1  

ÿ熊×�役場本館 1階Ā 
072-452-6098 072-452-7103 

田 尻 � 情報公開コüナü 
田尻�嘉祥寺 375-1 

(田尻�役場本館 1階) 
072-466-5005 072-465-3794 

岬  � 情報公開コüナü 
岬�深日 2000-1 

ÿ岬�役場本庁 1階Ā 
072-492-2714 072-492-5814 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    関 西 国 際 空 港 及 び 関 連 事 業 に 係 る 

                    環 境 監 視 結 果  ð 和 ÿ 年 度 報 告 書 
 

                      ð和Ā年Āÿ月発行 

 

                    編集発行  関西国際空港環境監視機構 

 

                     ÿ事務局Ā大阪府 政策企画部 成長戦略局 

空港政策グループ 

                               〒540-8570 大阪市中央区大手前ā丁目 

                               TEL 06-6941-0351ÿï表Ā 
 

  
 


